
 

　　20042004年年77月月1818日に大和市協働事業提案に関す日に大和市協働事業提案に関す
る公開審査ワークショップが行われました。る公開審査ワークショップが行われました。先先
に開かれたに開かれた66月月1313日の公開プレゼンテーション日の公開プレゼンテーション
で提案されたで提案された1212の協働事業は、の協働事業は、約１カ月の期間約１カ月の期間
で見直され、で見直され、担当の協働推進会議委員と相談し担当の協働推進会議委員と相談し
たり、たり、行政所管課と調整を行って、行政所管課と調整を行って、より高い実現より高い実現
性を目指して再提案されました。性を目指して再提案されました。当日は各課の当日は各課の
担当の行政職員、担当の行政職員、提案者、提案者、市民の方とともに熱の市民の方とともに熱の
こもった議論をやりとりすることができました。こもった議論をやりとりすることができました。
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大和市協働事業の流れ大和市協働事業の流れ

　開催に先立って清水市民経済部長と協働推進会　開催に先立って清水市民経済部長と協働推進会
議代表の林泰義氏から昨年度の状況を踏まえあい議代表の林泰義氏から昨年度の状況を踏まえあい
さつがありました。さつがありました。

２年目に入る公開検討会ということだが１年目は２年目に入る公開検討会ということだが１年目は

協働のスタイルもわからなかった。協働のスタイルもわからなかった。２年目になって２年目になって

ぼんやりわかってきた面もある。ぼんやりわかってきた面もある。スムーズに進んでスムーズに進んで

いる面もある。いる面もある。市民自治区の動きも進んでいる。市民自治区の動きも進んでいる。

テーマ別の分野の協働と行政の仕事を自治体内分権テーマ別の分野の協働と行政の仕事を自治体内分権

として地域にわたしていく部分もある。として地域にわたしていく部分もある。こうしたここうしたこ

とを両方やっている自治体はない。とを両方やっている自治体はない。

・・清水市民経済部長より清水市民経済部長より

・・林泰義代表より林泰義代表より
　協働事業は新しいこころみで市民にとって期待の　協働事業は新しいこころみで市民にとって期待の

ものだがまだ実態がない。ものだがまだ実態がない。行政は縦割り事業が本務行政は縦割り事業が本務

であるとして頑張ってきたが、であるとして頑張ってきたが、分権一括法以降現場分権一括法以降現場

からの問題にどう対応できるかが問題となる。からの問題にどう対応できるかが問題となる。そのその

最先端が協働事業であると言える。最先端が協働事業であると言える。協働事業に行政協働事業に行政

がどう対応するか模索の状態。がどう対応するか模索の状態。一緒にどうやるかを一緒にどうやるかを

搾り出すひとこまである。搾り出すひとこまである。

　　

昨年はこのステップを踏んで整理をして市長に提言昨年はこのステップを踏んで整理をして市長に提言

した。した。各例に基づいて市長さんは検討して、各例に基づいて市長さんは検討して、１０月１０月

の始めに答えを出してくる。の始めに答えを出してくる。それからさらにどんなそれからさらにどんな

協働の仕方があるかを議論を重ねて協定を結んだ上協働の仕方があるかを議論を重ねて協定を結んだ上

で協働事業となる。で協働事業となる。予算を必要とするものは秋にめ予算を必要とするものは秋にめ

どをたてていく必要がある。どをたてていく必要がある。翌年から事業になる。翌年から事業になる。

今は１つのステップである。今は１つのステップである。新しい市民と行政のあ新しい市民と行政のあ

り方が見えてくる。り方が見えてくる。お金はなくともやれることはたお金はなくともやれることはた

くさんある。くさんある。

88 月月

1010 月月

７月１８日　公開検討会７月１８日　公開検討会

公開調整を経て提案された協働事業がどのよ公開調整を経て提案された協働事業がどのよ

うに修正されたかを確認し、うに修正されたかを確認し、協働事業として協働事業として

の妥当性を話し合います。の妥当性を話し合います。

８月２５日　市長への提言８月２５日　市長への提言　　

協働推進会議より市長に対して協働事業提案協働推進会議より市長に対して協働事業提案

に対する意見を提言します。に対する意見を提言します。

１０月１日　市長の検討結果説明１０月１日　市長の検討結果説明

　　　　　　　　　　　　　（予定）　　　　　　　　　　　　　（予定）

提言に対する市の検討結果の説明が市長より行提言に対する市の検討結果の説明が市長より行

われます。われます。

77 月月
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■協働事業としての実現性と可能性■協働事業としての実現性と可能性
　まず公開プレゼンテーションでわかれたグ　まず公開プレゼンテーションでわかれたグ
ループごとに協働事業提案について前回の６月ループごとに協働事業提案について前回の６月
１３日の公開プレゼンテーションから約１カ月１３日の公開プレゼンテーションから約１カ月
の間の調整経過の報告と提案内容の修正点につの間の調整経過の報告と提案内容の修正点につ
いて説明してもらい、いて説明してもらい、提案者、提案者、行政所管課、行政所管課、担当担当
協働推進会議委員のそれぞれの立場から実現性協働推進会議委員のそれぞれの立場から実現性

と可能性について評価しました。と可能性について評価しました。
　提案者から３分、　提案者から３分、行政所管課から２分、行政所管課から２分、担当協担当協
働推進会議委員から１分の説明のあと提案に対す働推進会議委員から１分の説明のあと提案に対す
る質疑応答を行い、る質疑応答を行い、問題点を明確にして、問題点を明確にして、どうしどうし
たら協働の実現性を高めることができるかについたら協働の実現性を高めることができるかについ
て話し合いました。て話し合いました。

※６月１３日の公開プレゼンテーションで以下の通り１２の提案を５つのグループにわけました。※６月１３日の公開プレゼンテーションで以下の通り１２の提案を５つのグループにわけました。((番号は提案の受付順番号は提案の受付順))

○Ａグループ○Ａグループ

８．８．悪い大人に負けないための法律講座悪い大人に負けないための法律講座

１１．１１．CAPCAPプログラムプログラム（子どもへの暴力防止プログラム）（子どもへの暴力防止プログラム）提提

供事業供事業

○Ｂグループ○Ｂグループ

２．２．コミュニケーション支援事業コミュニケーション支援事業

３．３．子どもたちの暮しやすい地域創り子どもたちの暮しやすい地域創り

４．４．高齢者、高齢者、障害者、障害者、病弱者などの在宅生活を支援する事業病弱者などの在宅生活を支援する事業

○Ｃグループ○Ｃグループ

５．５．「市民による市民の為の市民が作るウェブサイト」「市民による市民の為の市民が作るウェブサイト」

１２．１２．ホームファーマー制度を支援し、ホームファーマー制度を支援し、「地産地消」「地産地消」「有機農「有機農

業」業」を推進するための基盤整備を推進するための基盤整備

○Ｄグループ○Ｄグループ

１．１．いざという時のお隣近所いざという時のお隣近所

６．６．生ゴミ分別回収事業生ゴミ分別回収事業

７．７．相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業

○Ｅグループ○Ｅグループ

１３．１３．大和市男女共同参画に関する市民意識調査大和市男女共同参画に関する市民意識調査

１４．１４．市民主体の市民主体の（仮称）（仮称）市民活動センター運営事業市民活動センター運営事業

※９、※９、１０は辞退１０は辞退

①事業主体と実施の体制①事業主体と実施の体制

　　・・NPONPO法人やまと法人やまとCAPCAPひまわりひまわり
　　・・教育委員会指導室教育委員会指導室

②調整の経緯と問題点②調整の経緯と問題点

　　・・学校を拠点として学校を拠点としてCAPCAPプログラムの実施のために協働プログラムの実施のために協働

　事業として何ができるか　事業として何ができるか

　　・・教育委員会の役割りは、教育委員会の役割りは、教職員の研修と学習指導要領教職員の研修と学習指導要領

　を踏まえた予算編成　を踏まえた予算編成

　→総合学習、　→総合学習、地域学習に採用するか否かは学校長の判断地域学習に採用するか否かは学校長の判断

　　・・校長会で提案者が説明する校長会で提案者が説明する

　　・・教職員の研修として実施する教職員の研修として実施する

　　・・協働事業の負担金が使えれば、協働事業の負担金が使えれば、各学校に紹介しやすい各学校に紹介しやすい

③協働の内容について③協働の内容について

　　・・校長会での説明の場の設定校長会での説明の場の設定

　　・・職員の研修の実施職員の研修の実施

　　・・CAPCAP公開ワークショップを教育委員会と近隣学校で共公開ワークショップを教育委員会と近隣学校で共

　催できるように支援　催できるように支援

　　・・負担金による子ども、負担金による子ども、教職員、教職員、大人大人（保護者、（保護者、自治会、自治会、

　民生委員等）　民生委員等）のワークショップの実施のワークショップの実施

【推進委員】【推進委員】

・・委託事業では。委託事業では。単価プログラムが決単価プログラムが決

まっており採用するかどうか。まっており採用するかどうか。

・・予算にかかわるものには調整要。予算にかかわるものには調整要。可可

能な内容から協働事業が展開されるこ能な内容から協働事業が展開されるこ

とを望む。とを望む。

・・校長会で推進する役割が、校長会で推進する役割が、教育委員教育委員

会の立場であるとすれば、会の立場であるとすれば、協働事業と協働事業と

して充分に成り立つと思う。して充分に成り立つと思う。文科省の文科省の

提唱する提唱する｢｢生きる力生きる力｣｣の養成に不可欠なの養成に不可欠な

ので、ので、指導室は単に校長の裁量と突き指導室は単に校長の裁量と突き

放すのではなく、放すのではなく、全市的に推進しても全市的に推進しても

らいたいと思う。らいたいと思う。

　　・・こどもワークショップ→委託事業として実施こどもワークショップ→委託事業として実施

　　・・大人ワークショップ→協働事業として実施大人ワークショップ→協働事業として実施

④担当課の意見④担当課の意見

　　・・指導室指導室

　→学校長の裁量が基本、　→学校長の裁量が基本、校長会で紹介する校長会で紹介する

　→すでにいくつかの学校で　→すでにいくつかの学校でCAPCAPプログラムを実施していプログラムを実施してい

　る。　る。

　　・・予算面は今後検討、予算面は今後検討、主旨については十分理解している主旨については十分理解している

⑤担当推進委員の意見⑤担当推進委員の意見

　　・・安全教育の実施という立場で積極的に応援したい安全教育の実施という立場で積極的に応援したい

　　・・地域の教育力を考える絶好のチャンスである地域の教育力を考える絶好のチャンスである

実現性の評価で寄せられた意見実現性の評価で寄せられた意見

●協働事業の再提案概要●協働事業の再提案概要

１１、１１、提案事業名提案事業名：：CAPCAPプログラムプログラム((子どもへの暴力防止プログラム子どもへの暴力防止プログラム))提供事業提供事業

　　　提案者　　　提案者：：NPONPO法人やまと法人やまとCAPCAPひまわりひまわり

実現性が高い実現性が高い
熟度を高める熟度を高める

必要がある必要がある

実現すること実現すること

が難しいが難しい

その他その他((検討検討
すべき内容すべき内容

を含む提案を含む提案))

事業提案者事業提案者

協働対象者協働対象者

推進委員推進委員

●実現性の評価●実現性の評価

委員１、委員１、委員２、委員２、

委員３委員３
委員４委員４

指導室指導室



030320042004年年 77月月 1818日日  公開検討会公開検討会

①事業主体と実施の体制①事業主体と実施の体制

　　・・神奈川県行政書士会大和綾瀬支部神奈川県行政書士会大和綾瀬支部

　　・・教育委員会指導室教育委員会指導室

　　・・青少年センター青少年センター

②調整の経緯と問題点②調整の経緯と問題点

　　・・学校で公開授業をやりたいということで教育委員会学校で公開授業をやりたいということで教育委員会

　と調整を進めた　と調整を進めた

　　・・小学生に対してもやった方がいいという意見があっ小学生に対してもやった方がいいという意見があっ

　た　た

　→保護者も対象と考えるということで青少年センター　→保護者も対象と考えるということで青少年センター

　とも協議をした　とも協議をした

　　・・子ども会の連絡協議会の役員会に青少年センターか子ども会の連絡協議会の役員会に青少年センターか

　らこの事業を提案してもらうことになった　らこの事業を提案してもらうことになった

　　・・教育委員会から校長会に提案→あくまでも学校の判教育委員会から校長会に提案→あくまでも学校の判

　断となる。　断となる。

③協働の内容について③協働の内容について

　　・・専門性と独自性をアピールできる内容と評価専門性と独自性をアピールできる内容と評価

　　・・子どもを集めるのが大変、子どもを集めるのが大変、検討が必要検討が必要

　　・・アンケートを前提に地域性を踏まえたマニュアルがアンケートを前提に地域性を踏まえたマニュアルが

　できればよい協働事業となる　できればよい協働事業となる

【協働対象者】【協働対象者】

・・子ども会連絡協議会の事務局として。子ども会連絡協議会の事務局として。

（青少年センター）（青少年センター）

【推進委員】【推進委員】

・・出前授業を繰り返しながら出前授業を繰り返しながら｢｢子どもの子どもの

人権人権｣｣ という意識を育てあげていきたという意識を育てあげていきた

い。い。

・・文科省の提唱する文科省の提唱する｢｢生きる力生きる力｣｣の養成の養成

のためにあるような企画なので是非推のためにあるような企画なので是非推

進していきたいし、進していきたいし、この企画ですでにこの企画ですでに

実現性は高いと思う。実現性は高いと思う。

④担当課の意見④担当課の意見

　　・・教育委員会指導室教育委員会指導室

　学校教育の立場から補足　学校教育の立場から補足

　→学校教育は学習指導要領に基づいて行うということ　→学校教育は学習指導要領に基づいて行うということ

　　が前提。　　が前提。具体的にどのようにカリキュラムに組み入具体的にどのようにカリキュラムに組み入

　　れるのかの権限は学校長にある　　れるのかの権限は学校長にある

　→主旨は理解できるのでこれから学校に紹介していく　→主旨は理解できるのでこれから学校に紹介していく

　ことで対応したい　ことで対応したい

　　・・青少年センター青少年センター

　→子ども会連絡協議会の役員会では是非とも一緒にや　→子ども会連絡協議会の役員会では是非とも一緒にや

　りたいとのこと、　りたいとのこと、青少年センターは事務局として関　青少年センターは事務局として関　

　わっていきたい　わっていきたい

⑤担当推進委員の意見⑤担当推進委員の意見

　　・・社会教育の立場から青少年センターは社会教育の立場から青少年センターはOKOKということということ

　だが、　だが、学校教育の立場からは総合学習の中で是非とも学校教育の立場からは総合学習の中で是非とも

　実施してもらいたいと考えている　実施してもらいたいと考えている

実現性の評価で寄せられた意見実現性の評価で寄せられた意見

８、８、提案事業名提案事業名：：悪い大人に負けないための法律講座悪い大人に負けないための法律講座

　　提案者　　提案者：：神奈川県行政書士会　大和神奈川県行政書士会　大和・・綾瀬支部綾瀬支部

【再提案に対する質疑応答】【再提案に対する質疑応答】

推進委員推進委員：：学校長の裁量ということだが、学校長の裁量ということだが、ある学校でやりある学校でやり

たいと協働事業といういことになるのか。たいと協働事業といういことになるのか。

指導室指導室：：学校の判断ということになるが、学校の判断ということになるが、協働事業という協働事業という

認識。認識。

提案者提案者：：裁量のレベルというか、裁量のレベルというか、学校長の主観の幅をどの学校長の主観の幅をどの

ように考えるのか。ように考えるのか。

指導室指導室：：学習指導要領の範囲の中が前提となる。学習指導要領の範囲の中が前提となる。学校にす学校にす

べてをまかせているわけではない。べてをまかせているわけではない。チェックはしている。チェックはしている。

ＡグループＡグループ
　８．　８．悪い大人に負けないための法律講座悪い大人に負けないための法律講座

１１．１１．CAPCAPプログラムプログラム（子どもへの暴力防止プログラム）（子どもへの暴力防止プログラム）提供事業提供事業

参加者参加者：：元元PTAPTA会長として会長としてCAPCAPの実施にもかかわった。の実施にもかかわった。校校

長の裁量の範囲とはいえ、長の裁量の範囲とはいえ、校長が代わるとだめになることも校長が代わるとだめになることも

ある。ある。指導室も意見を校長会にいうべきではないか。指導室も意見を校長会にいうべきではないか。

指導室指導室：：基本的には現場ではそういうことはある。基本的には現場ではそういうことはある。学校長の学校長の

学校経営に対する考え方はあると思う。学校経営に対する考え方はあると思う。指導室としては校長指導室としては校長

が判断するのは悪いことではないと思っている。が判断するのは悪いことではないと思っている。指導室の考指導室の考

えを打ち出すべきという意見については、えを打ち出すべきという意見については、相談があれば答え相談があれば答え

ている。ている。全学校でやることについては保証できないという立全学校でやることについては保証できないという立

場である。場である。学校としてやっていくべき事業との認識はある。学校としてやっていくべき事業との認識はある。

積極的な働きかけはしたい。積極的な働きかけはしたい。ネックは予算である。ネックは予算である。

●協働事業の再提案概要●協働事業の再提案概要

実現性が高い実現性が高い
熟度を高める熟度を高める

必要がある必要がある

実現すること実現すること

が難しいが難しい

その他その他((検討検討
すべき内容すべき内容

を含む提案を含む提案))

事業提案者事業提案者

協働対象者協働対象者

推進委員推進委員

●実現性の評価●実現性の評価

委員１、委員１、委員２、委員２、

委員３、委員３、委員４委員４

指導室指導室
青少年青少年

センターセンター
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実現性の評価で寄せられた意見実現性の評価で寄せられた意見

①事業主体と実施の体制①事業主体と実施の体制

　　・・NPONPO法人カウンセリングコミュニケーションサポー法人カウンセリングコミュニケーションサポー

　トセンター　トセンター

　　・・市民活動課市民活動課

②調整の経緯と問題点②調整の経緯と問題点

　　・・対象の幅が広すぎるのでもう少し絞った方がいい対象の幅が広すぎるのでもう少し絞った方がいい

　　・・何で協働できるのか明確にする。何で協働できるのか明確にする。

③協働の内容について③協働の内容について

　　・・子ども犯罪が増加している子ども犯罪が増加している

　→親のとまどいと苦悩と焦り、　→親のとまどいと苦悩と焦り、教師の無気力とサラリー教師の無気力とサラリー

　マン意識、　マン意識、支え合えない職場環境、支え合えない職場環境、性犯罪の増加性犯罪の増加

　　・・子どもの心育て事業を提案したい子どもの心育て事業を提案したい

「基調講演と朗読」「基調講演と朗読」

第２部　参加者を募って地域ぐるみで話し合いたい第２部　参加者を募って地域ぐるみで話し合いたい

「お話や語りを通した子育て、「お話や語りを通した子育て、心育て」心育て」支援支援

キャンペーンキャンペーン

((読み聞かせのすすめ、読み聞かせのすすめ、ちらし、ちらし、ポスターポスター ))
読み聞かせグループのサポートネットワークづくり読み聞かせグループのサポートネットワークづくり

イベント企画イベント企画

地域活性化地域活性化 ((お年寄りの生きがいとしての語りお年寄りの生きがいとしての語り ))

④担当課の意見④担当課の意見

　　・・市民活動課として６月２５日に調整市民活動課として６月２５日に調整

((教育委員会指導室、教育委員会指導室、青少年センター、青少年センター、生涯学習セン生涯学習セン

ターター ))
　→具体的には協働事業としての合意は得られなかった　→具体的には協働事業としての合意は得られなかった

　　・・既存の制度の中で支援は可能との判断既存の制度の中で支援は可能との判断

　→教育委員会の既存制度の活用が可能　→教育委員会の既存制度の活用が可能

　→生涯学習センターでは地域学習交流事業の活用が可能　→生涯学習センターでは地域学習交流事業の活用が可能

　→まほろば基金の活用が可能　→まほろば基金の活用が可能

　　・・今日の再提案については今ここでは答えられない今日の再提案については今ここでは答えられない

⑤担当推進委員の意見⑤担当推進委員の意見

　　・・３つに共通することとして、３つに共通することとして、共感するものばかりで　共感するものばかりで　

　あった　あった

　　・・何をどのように協働事業とするかがわかりにくい何をどのように協働事業とするかがわかりにくい

　　・・他の制度の活用できる内容もある他の制度の活用できる内容もある((市民に知られてい市民に知られてい

　ない　ない ))
　　・・協働事業の可能性を含んでいる提案である協働事業の可能性を含んでいる提案である

→今回協働事業にならなくても推進会議としても市民→今回協働事業にならなくても推進会議としても市民

活動推進センターのあり方も含めてアドバイスを検活動推進センターのあり方も含めてアドバイスを検

討していきたい討していきたい

　→他の制度を市民の方が知らないことが明らかになった　→他の制度を市民の方が知らないことが明らかになった

ので、ので、もっと知らせる工夫をして欲しいもっと知らせる工夫をして欲しい

※以下グループＢの⑤はすべて同一内容※以下グループＢの⑤はすべて同一内容

【事業提案者】【事業提案者】

・・事業提案の仕方がよくわからなかったので、事業提案の仕方がよくわからなかったので、今後どのようにすすめていいか、今後どのようにすすめていいか、考えていきたい。考えていきたい。

【協働対象者】【協働対象者】

・・市の制度の情報提供させていただく。市の制度の情報提供させていただく。今日の提案内容については内容を検討させていただく。今日の提案内容については内容を検討させていただく。((担当課の整理担当課の整理 ))
【推進委員】【推進委員】

・・縦割り部署という宿命的システムのなかでどの課と切り結ぶかを追求したい。縦割り部署という宿命的システムのなかでどの課と切り結ぶかを追求したい。

・・子どもたちの心のケアがとても大事になっている時代です。子どもたちの心のケアがとても大事になっている時代です。そのために子どもたちと関る大人そのために子どもたちと関る大人 ((親も含めて親も含めて ))に対に対
して色々、して色々、カウンセリング講座や研修の場を設けたり、カウンセリング講座や研修の場を設けたり、相談にのったりは大切な事業だと思います。相談にのったりは大切な事業だと思います。今回の協働事業今回の協働事業

ではどの点でどのようにしたいのか是非具体的に提案していただきたいと思いますが、ではどの点でどのようにしたいのか是非具体的に提案していただきたいと思いますが、（基金や補助金の利用、（基金や補助金の利用、共催、共催、

後援）後援）現在ご提案の講座費の負担や現在ご提案の講座費の負担やPRPR、、会場の利用は協働でなくてもできることです。会場の利用は協働でなくてもできることです。更なる、更なる、協働でないとでき協働でないとでき

ないことを提案していただきたいと期待します。ないことを提案していただきたいと期待します。

・・行政の役割、行政の役割、市民活動団体の役割を整理していくことが必要。市民活動団体の役割を整理していくことが必要。

・・提起されている問題を行動に移すための討議の場、提起されている問題を行動に移すための討議の場、機会を協働で起こせないか。機会を協働で起こせないか。

２、２、提案事業名提案事業名：：コミュニケーション支援事業コミュニケーション支援事業

　　提案者　　提案者：：NPONPO法人　カウンセリングコミュニケーションサポートセンター法人　カウンセリングコミュニケーションサポートセンター

●協働事業の再提案概要●協働事業の再提案概要

実現性が高い実現性が高い
熟度を高める熟度を高める

必要がある必要がある

実現すること実現すること

が難しいが難しい

その他その他((検討検討
すべき内容すべき内容

を含む提案を含む提案))

事業提案者事業提案者

協働対象者協働対象者

推進委員推進委員

●実現性の評価●実現性の評価

委員４委員４
委員１、委員１、委員２、委員２、

委員３委員３

市民活動課市民活動課
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実現性の評価で寄せられた意見実現性の評価で寄せられた意見

①事業主体と実施の体制①事業主体と実施の体制

　　・・NPONPO法人地域家族しんちゃんハウス法人地域家族しんちゃんハウス

　　・・児童育成課→条件がそろっていない児童育成課→条件がそろっていない

②調整の経緯と問題点②調整の経緯と問題点

　　・・別紙事業内容の資料を参照してください別紙事業内容の資料を参照してください

　　・・今回は体制がまだまだできていない今回は体制がまだまだできていない

　　・・子育て支援センターで活動していく子育て支援センターで活動していく

③協働の内容について③協働の内容について

　　・・バリアフリーではなくインクルージョンをあげたのバリアフリーではなくインクルージョンをあげたの

　は物理的なことだけではなく精神的なものを問題にし　は物理的なことだけではなく精神的なものを問題にし

　たいから　たいから

　　・・自然の中で子育てを考えたい自然の中で子育てを考えたい

　　・・子育てを２０才までの生涯教育として考えている子育てを２０才までの生涯教育として考えている

　　・・バーチャル世界になってしまっている現代においてバーチャル世界になってしまっている現代において

　は、　は、カウンセリングは必要不可欠なものカウンセリングは必要不可欠なもの

　　・・今の活動を地道に継続していきたい今の活動を地道に継続していきたい

④担当課の意見④担当課の意見

　　・・児童育成課児童育成課

今回は協働事業としての事業化はしない今回は協働事業としての事業化はしない

→ニコニコ広場のボランティア活動をしているが、→ニコニコ広場のボランティア活動をしているが、そのその

中で提案者の思いを広げていってもらいたい中で提案者の思いを広げていってもらいたい

→外遊びについて利用者の意見も汲んで子育て支援セン→外遊びについて利用者の意見も汲んで子育て支援セン

ターの職員と話し合って、ターの職員と話し合って、今後につなげていってもらい今後につなげていってもらい

たいたい

⑤担当推進委員の意見⑤担当推進委員の意見

　Ｂグループはすべて同一内容　Ｂグループはすべて同一内容

　（２、　（２、コミュニケーション支援事業で記載）コミュニケーション支援事業で記載）

【協働対象者】【協働対象者】

・・子育て支援センターでボランティアしている内容が協働事業となるのか。子育て支援センターでボランティアしている内容が協働事業となるのか。

【推進委員】【推進委員】

・・たとえば市水と緑課と組んで具体的な子どもの遊び場としてのたとえば市水と緑課と組んで具体的な子どもの遊び場としての「森」「森」にカリキュラムを提案するとか。にカリキュラムを提案するとか。

・・事業名通り子どもたちが暮らしやすくするために、事業名通り子どもたちが暮らしやすくするために、自然の中での外遊び、自然の中での外遊び、手作りの自然を素材とした遊具も含め手作りの自然を素材とした遊具も含め

て、て、賛同します。賛同します。それらを実現するための地域づくりをどうするか、それらを実現するための地域づくりをどうするか、他の自然大学など他の自然大学などNPONPOなど、など、市民や市民団体市民や市民団体

との連携をどうしながら保障していくか具体的に行政と協働しながら企画、との連携をどうしながら保障していくか具体的に行政と協働しながら企画、考案し、考案し、システムづくりをしてほしい。システムづくりをしてほしい。

・・しんちゃんハウスの提起している問題を行政としても一緒に考える協働方式を開発したい。しんちゃんハウスの提起している問題を行政としても一緒に考える協働方式を開発したい。

３、３、提案事業名提案事業名：：子どもたちの暮らしやすい地域創り子どもたちの暮らしやすい地域創り((心のかけはし心のかけはし))

　　提案者　　提案者：：NPONPO法人地域家族しんちゃんハウス法人地域家族しんちゃんハウス

●協働事業の再提案概要●協働事業の再提案概要

実現性が高い実現性が高い
熟度を高める熟度を高める

必要がある必要がある

実現すること実現すること

が難しいが難しい

その他その他((検討検討
すべき内容すべき内容

を含む提案を含む提案))

事業提案者事業提案者

協働対象者協働対象者

推進委員推進委員

●実現性の評価●実現性の評価

委員１、委員１、委員２、委員２、

委員３委員３

児童育成課児童育成課

委員４委員４

20042004年年 77月月 1818日日  公開検討会公開検討会
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実現性の評価で寄せられた意見実現性の評価で寄せられた意見

【協働対象者】【協働対象者】

・・具体化に向け一緒に考えていきたい。具体化に向け一緒に考えていきたい。

【推進委員】【推進委員】

・・行政のシステムからの発想の隙間。行政のシステムからの発想の隙間。

もっと生活に根ざした役立つ方策をカリもっと生活に根ざした役立つ方策をカリ

キュラム化する手があるかもしれない。キュラム化する手があるかもしれない。

・・協働できる事がたくさんある分野で協働できる事がたくさんある分野で

す。す。頑張ってください。頑張ってください。

・・行政が実施している事業の質を高める行政が実施している事業の質を高める

ために協働の機会、ために協働の機会、場をつくる方式を考場をつくる方式を考

えたい！えたい！

①事業主体と実施の体制①事業主体と実施の体制

　　・・NPONPO法人ワーカーズ法人ワーカーズ・・コレクティブ想コレクティブ想

　　・・市民活動課市民活動課

②調整の経緯と問題点②調整の経緯と問題点

　　・・一つの事業所を宣伝することは平等に反するのでで一つの事業所を宣伝することは平等に反するのでで

　きないと言われた　きないと言われた

　　・・推進委員からは具体的な内容で一つ一つ段階を踏ん推進委員からは具体的な内容で一つ一つ段階を踏ん

で欲しいとのことであった、で欲しいとのことであった、焦らず来年に向けて企画焦らず来年に向けて企画

をあたためてもらいたいと言われたをあたためてもらいたいと言われた

③協働の内容について③協働の内容について

　　・・来年度は、来年度は、いままでのノウハウをもって、いままでのノウハウをもって、在宅での在宅での

　介護、　介護、地域での助け合い、地域での助け合い、自立するための介護予防を自立するための介護予防を

　テーマにフォーラムを実施していきたい　テーマにフォーラムを実施していきたい

４、４、提案事業名提案事業名：：高齢者、高齢者、障害者、障害者、病弱者などの住宅生活を支援する事業病弱者などの住宅生活を支援する事業

　　提案者　　提案者：：NPONPO法人ワーカーズ法人ワーカーズ・・コレクティブ想コレクティブ想

●協働事業の再提案概要●協働事業の再提案概要

実現性が高い実現性が高い
熟度を高める熟度を高める

必要がある必要がある

実現すること実現すること

が難しいが難しい

その他その他((検討検討
すべき内容すべき内容

を含む提案を含む提案))

事業提案者事業提案者

協働対象者協働対象者

推進委員推進委員

●実現性の評価●実現性の評価

【再提案に対する質疑応答】【再提案に対する質疑応答】

ＢグループＢグループ　２．　２．コミュニケーション支援事業　３．コミュニケーション支援事業　３．子どもたちの暮しやすい地域創り子どもたちの暮しやすい地域創り

　４．　４．高齢者、高齢者、障害者、障害者、病弱者などの在宅生活を支援する事業病弱者などの在宅生活を支援する事業

推進委員推進委員：：現場で一緒にやりながらということだが、現場で一緒にやりながらということだが、協働協働

事業のことでいうと現場で協働が意味があると思えば協働事業のことでいうと現場で協働が意味があると思えば協働

事業になると言う考え方は重要なポイント。事業になると言う考え方は重要なポイント。

児童育成課児童育成課：：調整会議ではそう考えていなかった。調整会議ではそう考えていなかった。現場で現場で

両者が話し合っていければ協働事業ということは改めて考両者が話し合っていければ協働事業ということは改めて考

え直してみたい。え直してみたい。引き続き調整していきたい。引き続き調整していきたい。

事務局事務局：：協働事業の範囲がはっきりないということが調整協働事業の範囲がはっきりないということが調整

の場で問題であると感じている。の場で問題であると感じている。協働事業の形をはっきり協働事業の形をはっきり

していきたい。していきたい。

推進委員推進委員：：提案者が考えていることが充分に担当課に伝提案者が考えていることが充分に担当課に伝

わっていないのではないかと思う。わっていないのではないかと思う。提案者の目指している提案者の目指している

ものに具体的にどのように進めていくかを煮詰めていくこものに具体的にどのように進めていくかを煮詰めていくこ

とが大切ではないか。とが大切ではないか。

提案者提案者：：将来的には緑地の保全もかかわっている。将来的には緑地の保全もかかわっている。モノ化しモノ化し

ているのが問題。ているのが問題。人はモノではないので、人はモノではないので、モノを整備すればモノを整備すれば

できるということではない。できるということではない。自然が大切。自然が大切。都市計画も関って都市計画も関って

くる。くる。生涯教育も関ってくる。生涯教育も関ってくる。どこから手をつけたらよいかどこから手をつけたらよいか

わからない。わからない。とりあえず。とりあえず。地元の今の活動からはじめたい。地元の今の活動からはじめたい。

推進委員推進委員：：協働事業というものについてはっきり決まってい協働事業というものについてはっきり決まってい

るわけではない。るわけではない。いろんな事業の積み重ねのなかで、いろんな事業の積み重ねのなかで、考えて考えて

いくのが主旨なので、いくのが主旨なので、すでにやっている活動の中で、すでにやっている活動の中で、どこがどこが

協働できるのかを探していくスタイルでやっていくべきでは協働できるのかを探していくスタイルでやっていくべきでは

ないのか。ないのか。推進会議の中で検討はしていきたい。推進会議の中で検討はしていきたい。

提案者提案者：：協働事業という形で提案させてもらって調整会議に協働事業という形で提案させてもらって調整会議に

でたが、でたが、両者が手を差し伸べて、両者が手を差し伸べて、手を取り合ってやっていく手を取り合ってやっていく

ものだと思ったが具体的過ぎると提案者だけでできるでしょものだと思ったが具体的過ぎると提案者だけでできるでしょ

うと言われ、うと言われ、思いを語るとわからないといわれる。思いを語るとわからないといわれる。協働をす協働をす

るという意識がないとできないのではないか思いを前提にこるという意識がないとできないのではないか思いを前提にこ

れからもやっていきたい。れからもやっていきたい。

市民活動課市民活動課

委員１、委員１、委員２、委員２、

委員３委員３
委員４委員４

④担当課の意見④担当課の意見

　　・・市民活動課市民活動課

高齢者福祉、高齢者福祉、障害福祉、障害福祉、児童育成の福祉関係で調整を行った児童育成の福祉関係で調整を行った

参加者一同、参加者一同、「想」「想」の１６年間の実績を認めているの１６年間の実績を認めている

協働事業ということを考えた時、協働事業ということを考えた時、「想」「想」の活動で得たものをの活動で得たものを

　地域にかえすという思いを事業の形で見つけられなかったの　地域にかえすという思いを事業の形で見つけられなかったの

　が正直なところ。　が正直なところ。少し時間をかけて、少し時間をかけて、協働事業になるように協働事業になるように

　協力していきたい　協力していきたい

⑤担当推進委員の意見⑤担当推進委員の意見

　Ｂグループはすべて同一内容　Ｂグループはすべて同一内容

　（２、　（２、コミュニケーション支援事業で記載）コミュニケーション支援事業で記載）

　　



市民活動課、市民活動課、

情報政策課情報政策課
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実現性の評価で寄せられた意見実現性の評価で寄せられた意見

①事業主体と実施の体制①事業主体と実施の体制

　　・・友部浩友部浩

　　・・情報政策課情報政策課

　　・・市民活動課市民活動課

②調整の経緯と問題点②調整の経緯と問題点

　　・・２回調整会議をした２回調整会議をした

　　・・協働事業に対する理解度が私と行政、協働事業に対する理解度が私と行政、調整者の間で違調整者の間で違

　うことを感じた　うことを感じた

　　・・市の情報化プランの中にあるような主旨にのっとっ市の情報化プランの中にあるような主旨にのっとっ

　て、　て、みなさんの情報発信したい思いがあってもその場みなさんの情報発信したい思いがあってもその場

　がないということで、　がないということで、市のホームページより自由な市市のホームページより自由な市

　民のホームページを立ち上げたいという提案である　民のホームページを立ち上げたいという提案である

　　・・一部でも思いがあれば推進していくのか、一部でも思いがあれば推進していくのか、行政がいい行政がいい

　なと思えるところまで練り上げないとできないのかと　なと思えるところまで練り上げないとできないのかと

　いうのが焦点　いうのが焦点

③協働の内容について③協働の内容について

　　・・市民活動センターの準備会に参加市民活動センターの準備会に参加

④担当課の意見④担当課の意見

　　・・情報政策課情報政策課

理念では一致できたがそこに止まった理念では一致できたがそこに止まった

既存のシステムとして既存のシステムとして「どこでもコミュニティ」「どこでもコミュニティ」「ラブ「ラブ

ス」ス」があるが、があるが、コーディネート機能などを加えていくコーディネート機能などを加えていく

という改善ではどうかとの話し合いはあったという改善ではどうかとの話し合いはあった

提案者はあくまで独自のホームページを作りたいとい提案者はあくまで独自のホームページを作りたいとい

うことだったので協働の内容がみつけられなかったうことだったので協働の内容がみつけられなかった

既存システムの改善についてはラブスの運営に関わっ既存システムの改善についてはラブスの運営に関わっ

てもらうことになっているてもらうことになっている

・・市民活動課市民活動課

まだ具体的になっていないが、まだ具体的になっていないが、市民活動センターの１つ市民活動センターの１つ

の機能として市民活動の情報集約と発信が必要になるの機能として市民活動の情報集約と発信が必要になる

市民活動センターに参加ということで１つは進んでいる市民活動センターに参加ということで１つは進んでいる

⑤担当推進委員の意見⑤担当推進委員の意見

・・調整会議は２回行った。調整会議は２回行った。その他にどこコミでも意見交換をその他にどこコミでも意見交換を

しているしている

→思いを実現に向けて進めているが、→思いを実現に向けて進めているが、担当課と平行線の状態担当課と平行線の状態

→思いを尊重したいと考えている。→思いを尊重したいと考えている。市民のホームページはコ市民のホームページはコ

ミュニティビジネスにもなりうる、ミュニティビジネスにもなりうる、拠点にも積極的に参加し拠点にも積極的に参加し

てもらいたいてもらいたい

【協働対象者】【協働対象者】

・・市民活動センターの運営への参画市民活動センターの運営への参画

により、により、想いの一端を実現していた想いの一端を実現していた

だきたい。だきたい。（市民活動課）（市民活動課）

５、５、提案事業名提案事業名：：市民による市民の為の市民が作るウェブサイト市民による市民の為の市民が作るウェブサイト

　　提案者　　提案者：：友部　浩友部　浩

●協働事業の再提案概要●協働事業の再提案概要

実現性が高い実現性が高い
熟度を高める熟度を高める

必要がある必要がある

実現すること実現すること

が難しいが難しい

その他その他((検討検討
すべき内容すべき内容

を含む提案を含む提案))

事業提案者事業提案者

協働対象者協働対象者

推進委員推進委員

●実現性の評価●実現性の評価

委員１委員１ 委員２委員２

20042004年年 77月月 1818日日  公開検討会公開検討会
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１２、１２、提案事業名提案事業名：：ホームファーマー制度を支援し、ホームファーマー制度を支援し、「地産地消」「地産地消」「有機農業」「有機農業」をを

　　　　　　　　　推進するための基盤整備　　　　　　　　　推進するための基盤整備

　　　提案者　　　提案者：：NPONPO法人ラブスサポートセンター法人ラブスサポートセンター

●協働事業の再提案概要●協働事業の再提案概要

実現性が高い実現性が高い
熟度を高める熟度を高める

必要がある必要がある

実現すること実現すること

が難しいが難しい

その他その他((検討検討
すべき内容すべき内容

を含む提案を含む提案))

事業提案者事業提案者

協働対象者協働対象者

推進委員推進委員

●実現性の評価●実現性の評価

①事業主体と実施の体制①事業主体と実施の体制

　　・・NPONPO法人ラブスサポートセンター法人ラブスサポートセンター

　　・・農政課農政課

②調整の経緯と問題点②調整の経緯と問題点

　　・・都市農業の継続と環境への配慮は農政課の方針でもある都市農業の継続と環境への配慮は農政課の方針でもある

　　・・今年からホームファーマー制度にも取り組むということ今年からホームファーマー制度にも取り組むということ

　で提案した　で提案した

　　・・農家の数は減っている。農家の数は減っている。新しく農業をやりたいという人新しく農業をやりたいという人

　を増やしたいという意味もある　を増やしたいという意味もある

　　・・ホームファーマーと地産地消、ホームファーマーと地産地消、有機農業を提案したが　有機農業を提案したが　

　ホームファーマーにこだわると法律の壁がある　ホームファーマーにこだわると法律の壁がある

　　・・特区の申請の条もあったが今のサポートセンターの体制特区の申請の条もあったが今のサポートセンターの体制

　では力量不足。　では力量不足。仲間を募って出直したいということになっ仲間を募って出直したいということになっ

　た。　た。再度検討したい再度検討したい

【推進委員】【推進委員】

・・農作物の販売を目的としない事農作物の販売を目的としない事

業、業、農業体験や実習などを目指し農業体験や実習などを目指し

ては。ては。

③協働の内容について③協働の内容について

　　・・またの機会を待ちたいまたの機会を待ちたい

④担当課の意見④担当課の意見

　　・・農政課農政課

　大和市では農地法上３０ａ以上の土地がないと農業が　　大和市では農地法上３０ａ以上の土地がないと農業が　

　できない。　できない。県の認定も必要になる県の認定も必要になる

　ホームファーマー　ホームファーマー ((１００㎡を一区画として１００㎡を一区画として ))では販　では販　
　売ができない　売ができない

⑤担当推進委員の意見⑤担当推進委員の意見

　　・・残念ですが法律の壁がのり越えられない。残念ですが法律の壁がのり越えられない。たくさんのたくさんの

　ニーズがあれば特区の申請もありうるがそこまではとい　ニーズがあれば特区の申請もありうるがそこまではとい

　うことであった　うことであった

委員１委員１ 委員２委員２

農政課農政課
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実現性の評価で寄せられた意見実現性の評価で寄せられた意見

①事業主体と実施の体制①事業主体と実施の体制

　　・・松井昭治松井昭治

　　・・環境総務課環境総務課

②調整の経緯と問題点②調整の経緯と問題点

　　・・２回の調整会議をおこなった２回の調整会議をおこなった

　　・・１０００万円で１０００世帯で回収をやってみたい１０００万円で１０００世帯で回収をやってみたい

　という提案をした　という提案をした

→推進委員は総論は賛成だが各論は黄色信号→推進委員は総論は賛成だが各論は黄色信号

→市当局は赤信号、→市当局は赤信号、１０００万円の試算に対して担当１０００万円の試算に対して担当

　課はビビッたようだ　課はビビッたようだ

　　・・市当局に対して以前試算した資料を出してもらえな市当局に対して以前試算した資料を出してもらえな

　いかとお願いしたがでなかった　いかとお願いしたがでなかった

③協働の内容について③協働の内容について

　　・・自分としては踏み込んでいきたい自分としては踏み込んでいきたい

　　・・１年目は準備期間、１年目は準備期間、２年目から始めて、２年目から始めて、３年間で軌３年間で軌

　道にのせる　道にのせる

　→燃えにくい生ゴミを燃やすという考え方が理解でき　→燃えにくい生ゴミを燃やすという考え方が理解でき

　ない　ない

【協働対象者】【協働対象者】

・・協働事業協働事業((実施済実施済))「資源分別回収」「資源分別回収」

の品目としての品目として｢｢生ゴミ生ゴミ｣｣の検討を進めの検討を進め

るる ((現在も検討中現在も検討中 ))
【推進委員】【推進委員】

・・協働事業というよりはむしろ政策協働事業というよりはむしろ政策

提案で提案で

④担当課の意見④担当課の意見

・・環境総務課環境総務課

　公開プレゼンテーションでは資源分別回収担当が出た　　公開プレゼンテーションでは資源分別回収担当が出た　

　が、　が、生ゴミの堆肥化の提案ということで１回目の打ち　生ゴミの堆肥化の提案ということで１回目の打ち　

　合わせに参加した　合わせに参加した

　ゴミの内半数は紙や木片、　ゴミの内半数は紙や木片、布なので分別でゴミそのも　布なので分別でゴミそのも　

　のを減らす方針で進めている　のを減らす方針で進めている

　二回目に提案書を見て、　二回目に提案書を見て、１０００万円の初期投資が問　１０００万円の初期投資が問　

　題だと思った　題だと思った

　生ゴミの分別を進めるために家庭ゴミの有料化も検討　　生ゴミの分別を進めるために家庭ゴミの有料化も検討　

　中である　中である

⑤担当推進委員の意見⑤担当推進委員の意見

　　・・現在分別ゴミということで協働してやっている形に　現在分別ゴミということで協働してやっている形に　

　なっている。　なっている。それを生ゴミもやればよいと思うそれを生ゴミもやればよいと思う

　　・・現実性が乏しいと思われるのは、現実性が乏しいと思われるのは、まだ現実を見ていなまだ現実を見ていな

　い面がある　い面がある

　　・・試算については数字をもっと具体的につめていく必要試算については数字をもっと具体的につめていく必要

　性はある　性はある

　　・・重要な問題なので是非、重要な問題なので是非、進めていきたい。進めていきたい。市民にももっ市民にももっ

　とゴミのことを考えてもらいたい　とゴミのことを考えてもらいたい

６、６、提案事業名提案事業名：：生ゴミ分別回収事業生ゴミ分別回収事業

　　提案者　　提案者：：松井　昭治松井　昭治

●協働事業の再提案概要●協働事業の再提案概要

実現性が高い実現性が高い
熟度を高める熟度を高める

必要がある必要がある

実現すること実現すること

が難しいが難しい

その他その他((検討検討
すべき内容すべき内容

を含む提案を含む提案))

事業提案者事業提案者

協働対象者協働対象者

推進委員推進委員

●実現性の評価●実現性の評価

委員１、委員１、委員２委員２

環境総務課環境総務課

委員３委員３

20042004年年 77月月 1818日日  公開検討会公開検討会



実現性の評価で寄せられた意見実現性の評価で寄せられた意見

●協働事業の再提案概要●協働事業の再提案概要

【協働対象者】【協働対象者】

・・街づくりの一環としてのソフ街づくりの一環としてのソフ

トト ((計画づくり計画づくり ))の協働は街づくの協働は街づく

り条例の仕組みの中で行っていり条例の仕組みの中で行ってい

きたい。きたい。((都市整備課都市整備課 ))

①事業主体と実施の体制①事業主体と実施の体制

　　・・桜森自治会桜森自治会

　　・・産業振興課産業振興課

　　・・都市整備課都市整備課

②調整の経緯と問題点②調整の経緯と問題点

　　・・２回に渡り３時間の意見交換をした２回に渡り３時間の意見交換をした

　　・・都市整備課、都市整備課、産業振興課、産業振興課、市民活動課に話し市民活動課に話し

　合ってもらった　合ってもらった

③協働の内容について③協働の内容について

　　・・ソフト面の協働ということで最終提案をしたいソフト面の協働ということで最終提案をしたい

→都市整備課ではハードを建てる予定はないというこ→都市整備課ではハードを建てる予定はないというこ

とだった、とだった、無策ではこれからはだめ、無策ではこれからはだめ、どうしたらよいどうしたらよい

かを常に考えてもらいたいかを常に考えてもらいたい

→まちづくりをコアにソフトな計画を立ち上げてい→まちづくりをコアにソフトな計画を立ち上げてい

き、き、企業進出に期待したい企業進出に期待したい

④担当課の意見④担当課の意見

　　・・都市整備課都市整備課

提案者の主旨には基本的には同感提案者の主旨には基本的には同感

相鉄の土地利用が第一義、相鉄の土地利用が第一義、その意向が優先されるその意向が優先される

自治会だけではなく、自治会だけではなく、地域住民、地域住民、商店街、商店街、相模大塚ま相模大塚ま

ちづくり協議会という広い組織での検討の場を持ってちづくり協議会という広い組織での検討の場を持って

はどうかはどうか ((みんなの街づくり条例に基づいた協議会のみんなの街づくり条例に基づいた協議会の

枠組みに参加する形で枠組みに参加する形で ))
協議会の場に対しては都市整備課としても協働を進め協議会の場に対しては都市整備課としても協働を進め

ていきたいていきたい

　　・・産業振興課産業振興課

相模大塚まちづくり協議会の依頼があれば参画協力し相模大塚まちづくり協議会の依頼があれば参画協力し

　たい　たい

企業支援資金誘致制度というのがあるので要件が合え企業支援資金誘致制度というのがあるので要件が合え

　ば利用してもらいたい　ば利用してもらいたい

⑤担当推進委員の意見⑤担当推進委員の意見

　　・・まちづくり協議会がつくった構想がすでにある。まちづくり協議会がつくった構想がすでにある。ここ

こには公共的な施設を設けると書いてある。こには公共的な施設を設けると書いてある。計画があ計画があ

るにかかわらず市がやらないということに問題があるるにかかわらず市がやらないということに問題がある

　　・・住民が集うことができるような賑わいゾーンができ住民が集うことができるような賑わいゾーンができ

るようにソフト面でもっと市と知恵を絞って考えているようにソフト面でもっと市と知恵を絞って考えてい

くようにしてもらいたいくようにしてもらいたい

　　・・是非協働してやってもらいたい是非協働してやってもらいたい

７、７、提案事業名提案事業名：：相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業

　　提案者　　提案者：：桜森自治会桜森自治会

実現性が高い実現性が高い
熟度を高める熟度を高める

必要がある必要がある

実現すること実現すること

が難しいが難しい

その他その他((検討検討
すべき内容すべき内容

を含む提案を含む提案))

事業提案者事業提案者

協働対象者協働対象者

推進委員推進委員

●実現性の評価●実現性の評価

委員１、委員１、委員２、委員２、

委員３委員３

産業振興課産業振興課 都市整備課都市整備課
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推進委員推進委員：：生ゴミの分別事業の主旨はよいが市でコンポ生ゴミの分別事業の主旨はよいが市でコンポ

ストの助成をしている。ストの助成をしている。生ゴミの分別と資源化は受け皿生ゴミの分別と資源化は受け皿

としての地域が組織ができれば市も対応できるのではなとしての地域が組織ができれば市も対応できるのではな

いか。いか。

提案者提案者：：どういう進め方をするかはまだ考えていない。どういう進め方をするかはまだ考えていない。

やる気のある自治会を捜すか、やる気のある自治会を捜すか、なんとかやる方法はあるなんとかやる方法はある

と思う。と思う。踏み出すことが大切ではないか。踏み出すことが大切ではないか。市民と行政と市民と行政と

の協働事業としては内容的には優等生ではないかと思う。の協働事業としては内容的には優等生ではないかと思う。

推進委員推進委員：：堆肥をどう利用するのかを伺いたい。堆肥をどう利用するのかを伺いたい。コンポコンポ

ストを利用しているが堆肥の利用は結構大変、ストを利用しているが堆肥の利用は結構大変、農村地帯農村地帯

ではできるかもしれないがどういうイメージをもっていではできるかもしれないがどういうイメージをもってい

るか。るか。

推進委員推進委員：：先ず、先ず、第一にゴミの有料化がある、第一にゴミの有料化がある、最初はで最初はで

きた堆肥は希望者に無料で配布する。きた堆肥は希望者に無料で配布する。はけなければ、はけなければ、隣隣

接市に無料で引き取ってもらう。接市に無料で引き取ってもらう。集め方が大変ではない集め方が大変ではない

か。か。

推進委員推進委員：：生ゴミは資源であるという観点が薄くなって生ゴミは資源であるという観点が薄くなって

いる。いる。食い散らかしの食文化になってしまっている。食い散らかしの食文化になってしまっている。２２

つのながれがあって、つのながれがあって、食育という考えが一般化してきて食育という考えが一般化してきて

いる。いる。生ゴミの問題もそういうことにマッチングしてい生ゴミの問題もそういうことにマッチングしてい

くとよい。くとよい。

推進委員推進委員：：都市整備課に聞きたい。都市整備課に聞きたい。まちづくり計画案をつまちづくり計画案をつ

くっていて、くっていて、具体化できるのではないかという話があったが、具体化できるのではないかという話があったが、

例えばどのように実現できるイメージがあるのか聞きたい。例えばどのように実現できるイメージがあるのか聞きたい。

都市整備課都市整備課：：図書館や公共の施設が欲しいという話はあるが、図書館や公共の施設が欲しいという話はあるが、

限定されていない、限定されていない、一足とびには実現しない。一足とびには実現しない。それぞれに担それぞれに担

当課の判断がある。当課の判断がある。商業の活性化ということも考えていかな商業の活性化ということも考えていかな

くてはならない。くてはならない。

推進委員推進委員：：再開発のような計画を考えているのか。再開発のような計画を考えているのか。

都市整備課都市整備課：：商店街のまちなみを地区計画として考えている。商店街のまちなみを地区計画として考えている。

推進委員推進委員：：都市計画は長い時間がかかる。都市計画は長い時間がかかる。暫定的な利用で１暫定的な利用で１

０年ぐらいで考えていくやり方はあるのではないか。０年ぐらいで考えていくやり方はあるのではないか。土地利土地利

用が空いたままよりよいのではないか。用が空いたままよりよいのではないか。お金を回すことが重お金を回すことが重

要。要。

提案者提案者：：活性化させることを提案している市と地元でソフト活性化させることを提案している市と地元でソフト

な協働のプロジェクトを考えたいと思っている。な協働のプロジェクトを考えたいと思っている。駅の南側を駅の南側を

いかに活性化させるかが目的。いかに活性化させるかが目的。進出する企業はあるはずであ進出する企業はあるはずであ

る。る。また自治会はお金がない。また自治会はお金がない。消費するだけ。消費するだけ。市民には消費市民には消費

をしてもらう。をしてもらう。自治会としてはソフトの内容を協議したいと自治会としてはソフトの内容を協議したいと

考えている。考えている。

１、１、提案事業名提案事業名：：いざという時のお隣り近所　　いざという時のお隣り近所　　

      提案者提案者：：やまと災害ボランティアネットワークやまと災害ボランティアネットワーク
●協働事業の再提案概要●協働事業の再提案概要

③協働の内容について③協働の内容について

・・防災協力員防災協力員((５００名５００名))の方とのネットワーク、の方とのネットワーク、啓発活動への防災協力員の動員を啓発活動への防災協力員の動員を

お願いしたいお願いしたい

・・お隣ご近所の話し合いの場に防災協力員にも協力してもらいたいお隣ご近所の話し合いの場に防災協力員にも協力してもらいたい

④担当課の意見④担当課の意見

・・防災対策課防災対策課

調整会議では具体的なことが見えていなかったので後日ということになった調整会議では具体的なことが見えていなかったので後日ということになった

現状の協働については今まで通り協力していきたい現状の協働については今まで通り協力していきたい

自主防災組織については消防と連携しながら防災意識の向上に努めていきたい自主防災組織については消防と連携しながら防災意識の向上に努めていきたい

⑤推進委員の意見⑤推進委員の意見

・・すでに協働しているところがある。すでに協働しているところがある。そういうことを市民にわかるように整理して、そういうことを市民にわかるように整理して、

市民に知らせてほしい市民に知らせてほしい

・・少しでも協働できるところがあればそこから始めていくべき少しでも協働できるところがあればそこから始めていくべき

①事業主体と実施の体制①事業主体と実施の体制

　　・・やまと災害ボランティアネットワークやまと災害ボランティアネットワーク

　　・・防災対策課防災対策課

②調整の経緯と問題点②調整の経緯と問題点

　　・・災害弱者への支援体制づくりについて災害弱者への支援体制づくりについて

　提案　提案

　　・・行政との協働の部分は進めている行政との協働の部分は進めている

　→１月に災害体験フェアで学校施設を借　→１月に災害体験フェアで学校施設を借

　りている。　りている。これも協働事業の１つこれも協働事業の１つ

　　・・市民活動課とは、市民活動課とは、町歩きや防災マップ町歩きや防災マップ

　づくりも継続している　づくりも継続している

実現性が高い実現性が高い
熟度を高める熟度を高める

必要がある必要がある

実現すること実現すること

が難しいが難しい

その他その他((検討検討
すべき内容すべき内容

を含む提案を含む提案))

事業提案者事業提案者

協働対象者協働対象者

推進委員推進委員

●実現性の評価●実現性の評価

防災対策課防災対策課

委員１、委員１、委員２、委員２、

委員３委員３

　　　１．　　　１．いざという時のお隣近所　　６．いざという時のお隣近所　　６．生ゴミ分別回収事業　生ゴミ分別回収事業　

　　　７．　　　７．相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業
ＤグループＤグループ

20042004年年 77月月 1818日日  公開検討会公開検討会
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実現性の評価で寄せられた意見実現性の評価で寄せられた意見

【再提案に対する質疑応答】【再提案に対する質疑応答】

１３．１３．大和市男女共同参画に関する市民意識調査　大和市男女共同参画に関する市民意識調査　

１４．１４．市民主体の市民主体の（仮称）（仮称）市民活動センター運営事業市民活動センター運営事業
EEグループグループ

①事業主体と実施の体制①事業主体と実施の体制

　　・・市民活動課市民活動課

　　・・聖セシリア女子短期大学聖セシリア女子短期大学

②調整の経緯と問題点②調整の経緯と問題点

　　・・セシリアがなぜ協働事業を受け入れたかが問題になっセシリアがなぜ協働事業を受け入れたかが問題になっ

　た　た

　→今まで協働でフォーラムをやってきた。　→今まで協働でフォーラムをやってきた。学生にも男女学生にも男女

　共同参画の意識を持ってもらいたい。　共同参画の意識を持ってもらいたい。地域に貢献してい地域に貢献してい

　きたいということが確認された　きたいということが確認された

　　・・男女共同参画は男性の意見も入れて他の団体も加えて男女共同参画は男性の意見も入れて他の団体も加えて

意識調査をやった方がよいのではというアドバイスを推意識調査をやった方がよいのではというアドバイスを推

進会議委員からもらった進会議委員からもらった

→高橋先生ではなくて、→高橋先生ではなくて、生涯学習委員会で受けるという生涯学習委員会で受けるという

ことでその他の委員の方の紹介を受けたことでその他の委員の方の紹介を受けた

→他の団体を交えるのは、→他の団体を交えるのは、具体的に見えないので難しい具体的に見えないので難しい

・・市側の役割と大学の役割りについての整理をした市側の役割と大学の役割りについての整理をした

→スケジュール的にも他団体を交えることは難しいという→スケジュール的にも他団体を交えることは難しいという

　ことになった　ことになった

④市民団体の意見④市民団体の意見

　　・・欠席欠席

⑤担当推進委員の意見⑤担当推進委員の意見

　　・・他の団体も交えてやれないかを提案した他の団体も交えてやれないかを提案した

　　・・委託金が発生していないことについてはいろいろ意見が委託金が発生していないことについてはいろいろ意見が

　あった　あった

推進委員推進委員：：関係者に女性の方が多いが、関係者に女性の方が多いが、もう少し男性のもう少し男性の

意見も反映できるように考えては。意見も反映できるように考えては。

推進委員推進委員：：２つの調整を担当したが、２つの調整を担当したが、打ち合わせを何回打ち合わせを何回

もしてきて悩んだことがある。もしてきて悩んだことがある。最初から相手を決めて最初から相手を決めて

やってきている。やってきている。金銭は絡んでいれば単なる委託という金銭は絡んでいれば単なる委託という

ことだろうが、ことだろうが、無償ということで社会貢献ということな無償ということで社会貢献ということな

ので前向きに考えようということにした。ので前向きに考えようということにした。相手の決まら相手の決まら

ない協働事業の提案があり得るかも、ない協働事業の提案があり得るかも、今後の検討課題だ今後の検討課題だ

と思う。と思う。今回はセシリアからの提案の方がわかりやす今回はセシリアからの提案の方がわかりやす

かったかもしれない。かったかもしれない。セシリアも市民に該当することをセシリアも市民に該当することを

説明した。説明した。今のところ別途活動している団体が見えない今のところ別途活動している団体が見えない

ので、ので、こんなところかと思っている。こんなところかと思っている。

参加者参加者：：大和市が協働提案するのは違うのではないかと感じ大和市が協働提案するのは違うのではないかと感じ

ている。ている。市民からするものでないか。市民からするものでないか。市は市でやればいいの市は市でやればいいの

ではないか。ではないか。

推進委員推進委員：：いろいろ議論し、いろいろ議論し、体験する中で深めていきたい。体験する中で深めていきたい。今今

日の提案の中にも、日の提案の中にも、防災の提案もある。防災の提案もある。防災の提案は行政に防災の提案は行政に

とって大切なこと。とって大切なこと。市民としても行政に期待している。市民としても行政に期待している。行政行政

がやる場合は公益的団体には声をかけるが、がやる場合は公益的団体には声をかけるが、一般市民に公募一般市民に公募

したりしない、したりしない、一般市民のパワーを利用しない。一般市民のパワーを利用しない。現場の声か現場の声か

らはずしてしまうこともある。らはずしてしまうこともある。市民と一緒にやることを考え市民と一緒にやることを考え

る時は市民との協働事業としてお互いに智恵をしぼった方がる時は市民との協働事業としてお互いに智恵をしぼった方が

よい。よい。行政のやることの中には、行政のやることの中には、そういうことが一杯あるそういうことが一杯ある

【推進委員】【推進委員】

・・今後の経過について公開性を高めシ今後の経過について公開性を高めシ

ステムづくりにも貢献して下さい。ステムづくりにも貢献して下さい。

・・協働の相手である聖セシリア大学は協働の相手である聖セシリア大学は

協働を合意しているとのことだが、協働を合意しているとのことだが、公公

開プレゼンにも本日の公開検討会にも開プレゼンにも本日の公開検討会にも

参加しておられない。参加しておられない。公開の場には共公開の場には共

育ちの要素が大きい。育ちの要素が大きい。今後今後｢｢協働する協働する｣｣

という意味をより深く理解していただという意味をより深く理解していただ

けるような努力が必要です。けるような努力が必要です。

１３、１３、提案事業名提案事業名：：大和市男女共同参画に関する市民の意識調査大和市男女共同参画に関する市民の意識調査

　　　提案者　　　提案者：：大和市　市民活動課大和市　市民活動課

●協働事業の再提案概要●協働事業の再提案概要

実現性が高い実現性が高い
熟度を高める熟度を高める

必要がある必要がある

実現すること実現すること

が難しいが難しい

その他その他((検討検討
すべき内容すべき内容

を含む提案を含む提案))

事業提案者事業提案者

協働対象者協働対象者

推進委員推進委員

●実現性の評価●実現性の評価

委員１、委員１、委員２、委員２、 委員３、委員３、委員４委員４



●協働事業の再提案概要●協働事業の再提案概要

③協働の内容について③協働の内容について

　　・・人の顔が見える中で協働の拠点作りを進めていきたい人の顔が見える中で協働の拠点作りを進めていきたい

④市民団体の意見④市民団体の意見

　　・・拠点準備会拠点準備会

１ヶ月に何回かのミーティングを持って進めている。１ヶ月に何回かのミーティングを持って進めている。拠点の場所で１０月拠点の場所で１０月

から仮オープン、から仮オープン、来年４月にオープンの予定来年４月にオープンの予定

まだ人数が少ないので、まだ人数が少ないので、この機会に参加する人を拡大したいこの機会に参加する人を拡大したい

⑤担当推進委員の意見⑤担当推進委員の意見

　　・・市は市民活動団体のニーズ調査を２０００年にしている。市は市民活動団体のニーズ調査を２０００年にしている。そこで拠点のそこで拠点の

　必要性が確認された　必要性が確認された

　　・・市と市民で試行錯誤で進めながらようやく実現の段階に来た市と市民で試行錯誤で進めながらようやく実現の段階に来た

　　・・すでに協働が進んでいる。すでに協働が進んでいる。委員としては市民活動団体に公募しさらに協委員としては市民活動団体に公募しさらに協

働が進んでいくことを期待している働が進んでいくことを期待している

①事業主体と実施の体制①事業主体と実施の体制

　　・・市民活動課市民活動課

　　・・運営委員会がまだ立ち上がっていない運営委員会がまだ立ち上がっていない

　ので前段階の拠点準備会が対象　ので前段階の拠点準備会が対象

②調整の経緯と問題点②調整の経緯と問題点

　　・・行政提案として市民に広く理解をして行政提案として市民に広く理解をして

　もらうことが必要　もらうことが必要

　　・・拠点部会の中で拠点の運営について話拠点部会の中で拠点の運営について話

し合ってきた。し合ってきた。昨年のワークショップを昨年のワークショップを

発展させて準備会を発足させている。発展させて準備会を発足させている。運運

営委員会の設立に向けて現在も話し合っ営委員会の設立に向けて現在も話し合っ

ているている

１４、１４、提案事業名提案事業名：：市民主体の市民主体の((仮称仮称))市民活動センター運営事業市民活動センター運営事業

　　　提案者　　　提案者：：大和市　市民活動課大和市　市民活動課

実現性が高い実現性が高い
熟度を高める熟度を高める

必要がある必要がある

実現すること実現すること

が難しいが難しい

その他その他((検討検討
すべき内容すべき内容

を含む提案を含む提案))

事業提案者事業提案者

協働対象者協働対象者

推進委員推進委員

●実現性の評価●実現性の評価

委員１、委員１、委員２、委員２、

委員３、委員３、委員４委員４
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■協働事業の実現性について全体で検討■協働事業の実現性について全体で検討
協働事業としての実現性と可能性を評価した後、協働事業としての実現性と可能性を評価した後、会場全体を交えて再提案について話し合い、会場全体を交えて再提案について話し合い、確認、確認、
検討を行いました。検討を行いました。

８．８．悪い大人に負けないための法律講座悪い大人に負けないための法律講座
●教育委員会指導室●教育委員会指導室：：
学校内で判断する事なので、学校内で判断する事なので、指導室としては協働対象者としてある意味資格が無いという状況です。指導室としては協働対象者としてある意味資格が無いという状況です。
学校と事業提案者による協働事業という可能性は高いと思っています。学校と事業提案者による協働事業という可能性は高いと思っています。ただ、ただ、現実にそれが学校で現実にそれが学校で
期間内に実施できるかという事は、期間内に実施できるかという事は、１つ懸念を持っています。１つ懸念を持っています。それは、それは、学校の教育課程の編成は年学校の教育課程の編成は年
度当初に一年間を作られてしまいます。度当初に一年間を作られてしまいます。年度途中に変更するという事は、年度途中に変更するという事は、かなりのエネルギーが必かなりのエネルギーが必
要になります。要になります。あえて、あえて、中途半端な線上に置かせていただいています。中途半端な線上に置かせていただいています。指導室として消極的という指導室として消極的という
主旨ではございません。主旨ではございません。
●推進委員●推進委員：：
文科省の提唱する生きる力の養成に、文科省の提唱する生きる力の養成に、この様な具体的なテーマは非常に役立つと思います。この様な具体的なテーマは非常に役立つと思います。算数算数・・
国語国語・・社会というのは生きる力に役立たないというわけではないですが、社会というのは生きる力に役立たないというわけではないですが、悪い大人に会ったときに悪い大人に会ったときに
どの様に切り抜けるかとか、どの様に切り抜けるかとか、学校で暴力が起きた時にどうするのかなどは、学校で暴力が起きた時にどうするのかなどは、正しく生きる力という正しく生きる力という
事なので、事なので、そういった企画を是非推進して頂きたい。そういった企画を是非推進して頂きたい。我々は別に強制をしているわけではありませ我々は別に強制をしているわけではありませ
ん。ん。そうではなくそうではなく「いいプログラムですよ～」「いいプログラムですよ～」と推進してもらおうと思っていて、と推進してもらおうと思っていて、充分協働事業と充分協働事業と
して成り立つという事をいっているわけです。して成り立つという事をいっているわけです。
１１．１１．CAPCAPプログラムプログラム（子供への暴力防止プログラム）（子供への暴力防止プログラム）提供事業提供事業
●推進委員●推進委員：：
両方とも必要な事だと思いますし、両方とも必要な事だと思いますし、「悪い大人」「悪い大人」の方については学校に限らず子ども会などの色々の方については学校に限らず子ども会などの色々
な受け皿がありますから、な受け皿がありますから、そういうところとも協働事業を確実にやり出すという事を考えています。そういうところとも協働事業を確実にやり出すという事を考えています。
キャップさんの方については、キャップさんの方については、一部学校長の判断で取り入れていると聞いていますが、一部学校長の判断で取り入れていると聞いていますが、プログラムプログラム
をカリキュラムの中に使うに当たって、をカリキュラムの中に使うに当たって、単価いくらと決まっている問題があるので果たして協働事単価いくらと決まっている問題があるので果たして協働事
業なのか。業なのか。学校がそのプログラムを受け入れるためには、学校がそのプログラムを受け入れるためには、一定の予算の支出をしてとなると協働事一定の予算の支出をしてとなると協働事
業というより委託業というより委託・・受託の関係ではないかという気がしています。受託の関係ではないかという気がしています。そういう意味でそういう意味で「その他」「その他」に付に付
けました。けました。

20042004年年 77月月 1818日日  公開検討会公開検討会

拠点準備会拠点準備会



１３．１３．大和市男女共同参画に関する市民意識調査大和市男女共同参画に関する市民意識調査
１４．１４．市民主体の市民主体の((仮称仮称))市民活動センター運営事業市民活動センター運営事業
●推進委員●推進委員：：
もう少し、もう少し、熟度を高める必要があるのではないかという所に貼らせて頂きました。熟度を高める必要があるのではないかという所に貼らせて頂きました。プレゼンテープレゼンテー
ション、ション、公開検討会、公開検討会、実は相手側の先生が出席されていらっしゃらないんです。実は相手側の先生が出席されていらっしゃらないんです。その訳は多分、その訳は多分、協協
働という事についてきちっとした理解が無かったのかなという思いがあったので、働という事についてきちっとした理解が無かったのかなという思いがあったので、もう少し話し合もう少し話し合
う必要があるのではないかという事でこの様な評価を致しました。う必要があるのではないかという事でこの様な評価を致しました。
１．１．いざという時のお隣近所いざという時のお隣近所
●防災対策課●防災対策課：：
その他というのは、その他というのは、別にやる気がないというわけではありません。別にやる気がないというわけではありません。今出た提案の方を細かく指導頂今出た提案の方を細かく指導頂
きましてこれから揉むという事になります。きましてこれから揉むという事になります。即答というのはできないので取り合えず即答というのはできないので取り合えず「その他」「その他」にに
貼らせて頂きました。貼らせて頂きました。
●推進委員●推進委員：：
この事業に関しては、この事業に関しては、既に協働の様なことが行われています。既に協働の様なことが行われています。それを条例に基づいて協働事業といそれを条例に基づいて協働事業とい
う形では今までやっていなかったのですが、う形では今までやっていなかったのですが、実際には協働事業をやっている。実際には協働事業をやっている。少しずつやっていく少しずつやっていく
事によって、事によって、何とか実現できるようにできらと思っています。何とか実現できるようにできらと思っています。
●提案者●提案者：：
毎年防災協力委員の研修を６回程度、毎年防災協力委員の研修を６回程度、消防本部で行っています。消防本部で行っています。現在５００名くらいいらっしゃる現在５００名くらいいらっしゃる
ので、ので、是非、是非、行政の方も働きかけていただければ。行政の方も働きかけていただければ。協力委員の方達も協力いただいて活動すれば、協力委員の方達も協力いただいて活動すれば、
もっと早い時期に全域へ助け合う活動が広がるのではないかと思います。もっと早い時期に全域へ助け合う活動が広がるのではないかと思います。
６．６．生ゴミ分別回収事業生ゴミ分別回収事業
●環境総務課●環境総務課：：
資源分別回収そのものが市民の皆さまとの協働事業という事で、資源分別回収そのものが市民の皆さまとの協働事業という事で、現在も進めております。現在も進めております。その中で、その中で、
提案者がおっしゃる通り生ゴミも資源の１つとしてゴミとしてではなく回収すべきであるという意提案者がおっしゃる通り生ゴミも資源の１つとしてゴミとしてではなく回収すべきであるという意
見はごもっともと受けとめております。見はごもっともと受けとめております。現在、現在、市の方では学校の給食、市の方では学校の給食、大和小学校の給食の残飯な大和小学校の給食の残飯な
ど、ど、生ゴミ処理機を使って堆肥を作り、生ゴミ処理機を使って堆肥を作り、近くの農家の方の協力を得て作物を作って、近くの農家の方の協力を得て作物を作って、それを又給食それを又給食
で使っていくという検討を進めております。で使っていくという検討を進めております。実験の結果をふまえながら、実験の結果をふまえながら、生ゴミをどの様に分けて生ゴミをどの様に分けて
いくか研究の段階です。いくか研究の段階です。直ぐにご提案の通りのものができるかとなるともう少し時間をもらえない直ぐにご提案の通りのものができるかとなるともう少し時間をもらえない
かと思い貼らせて頂きました。かと思い貼らせて頂きました。
●推進委員●推進委員：：
市民参加の方法には必ずしも協働事業ではなく市民事業や政策提案など色々あると思います。市民参加の方法には必ずしも協働事業ではなく市民事業や政策提案など色々あると思います。これこれ
に関しては、に関しては、政策提案というのが相応しいのかなと思います。政策提案というのが相応しいのかなと思います。今回の生ゴミ回収にしても、今回の生ゴミ回収にしても、団体が団体が
あるわけでもなくこういう事を市が中心になって積極的に取り組んだ方が良いのではないかというあるわけでもなくこういう事を市が中心になって積極的に取り組んだ方が良いのではないかという
のは、のは、むしろ協働事業ではなく市の政策提案という形で練ったものにして、むしろ協働事業ではなく市の政策提案という形で練ったものにして、実現化を図るようにし実現化を図るようにし
たらよろしいのではないかと思いました。たらよろしいのではないかと思いました。
●提案者●提案者：：　　
根本的に市のやり方とは考え方が違います。根本的に市のやり方とは考え方が違います。２回目の勉強会で話をしましたが、２回目の勉強会で話をしましたが、市が大和小学校で市が大和小学校で
やっているのは、やっているのは、出たものをいきなり処理機にかけてしまう。出たものをいきなり処理機にかけてしまう。私が提案しているのは、私が提案しているのは、土地は広め土地は広め
にいりますけど、にいりますけど、自然の土の中のバクテリアを大いに活用して、自然の土の中のバクテリアを大いに活用して、自然に熟成させたり、自然に熟成させたり、１ヶ月後に１ヶ月後に
ひっくり返したりして、ひっくり返したりして、過大なエネルギーを掛けるやり方ではない自然を大いに活用したやり方を過大なエネルギーを掛けるやり方ではない自然を大いに活用したやり方を
提案しています。提案しています。
●推進委員●推進委員：：
もうすこし熟度を高める必要がある提案ではないかと思います。もうすこし熟度を高める必要がある提案ではないかと思います。今話を聞いていると、今話を聞いていると、直ちに協働直ちに協働
事業へ行くにはまだ幅があると思いました。事業へ行くにはまだ幅があると思いました。
●推進委員●推進委員：：
今、今、分別をしているという事は、分別をしているという事は、先程どなたかがいっていましたが、先程どなたかがいっていましたが、市民が市に対して協働してい市民が市に対して協働してい
るわけです。るわけです。今までは、今までは、全部いっぺんに袋へ入れて清掃局へ出していました。全部いっぺんに袋へ入れて清掃局へ出していました。分別する事によって分別する事によって
アルミニウムなどの資源が出てきています。アルミニウムなどの資源が出てきています。これは、これは、完全に協働なわけです。完全に協働なわけです。これらの１つとしてこれらの１つとして
生ゴミというのを分別すればもっと資源として役立ちます。生ゴミというのを分別すればもっと資源として役立ちます。分別は、分別は、役所や業者に委託してできる役所や業者に委託してできる
事ではありません。事ではありません。市民の協力がない限りできない事です。市民の協力がない限りできない事です。
●推進委員●推進委員：：
協働してるというのと協働事業というのは、協働してるというのと協働事業というのは、この場面では違うと思います。この場面では違うと思います。協働事業というのは市協働事業というのは市
長に提言をした後で、長に提言をした後で、市長と協働事業者が協定書を結んで契約関係に入ってやるのがこの条例でい市長と協働事業者が協定書を結んで契約関係に入ってやるのがこの条例でい
う協働事業だと思います。う協働事業だと思います。生ゴミの分別回収は協働ですが、生ゴミの分別回収は協働ですが、ある意味協働ではないんです。ある意味協働ではないんです。市の政市の政
策に市民が協力しているだけですよね。策に市民が協力しているだけですよね。分別しないと持っていってくれないから分けているだけで分別しないと持っていってくれないから分けているだけで
あり、あり、協働事業とは違う。協働事業とは違う。分別回収事業に関しても、分別回収事業に関しても、市の政策という形で持っていくのか、市の政策という形で持っていくのか、どこかどこか
の事業主体が市と協定を結んで協働事業としてやるのか根本的に違うのでこれは凄く大事な事です。の事業主体が市と協定を結んで協働事業としてやるのか根本的に違うのでこれは凄く大事な事です。
どちらが市民にとっても市にとっても良いものかを選ばないといけない。どちらが市民にとっても市にとっても良いものかを選ばないといけない。それによって方向性が変それによって方向性が変
わってしまう事があるのではないかと思う。わってしまう事があるのではないかと思う。
７．７．相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業
●都市整備課●都市整備課：：
協働事業としてやるかどうかというものと、協働事業としてやるかどうかというものと、協働でやるものというのは違います。協働でやるものというのは違います。私たちは街づく私たちは街づく
り条例に基づく施設分野の協働を進めているので、り条例に基づく施設分野の協働を進めているので、その中で実現していくことは実現していく。その中で実現していくことは実現していく。そそ
の他、の他、活性化について地域で考えたり、活性化について地域で考えたり、コミュニティで考えたり色々な事があると思います。コミュニティで考えたり色々な事があると思います。
●推進委員●推進委員：：
これに関しては熟度を高めれば協働の余地があるのではないかと思います。これに関しては熟度を高めれば協働の余地があるのではないかと思います。桜森自治会と都市整備桜森自治会と都市整備
課の話ではなく、課の話ではなく、相鉄がこれにどの様に関わってくるか、相鉄がこれにどの様に関わってくるか、まちづくり協議会にこの話をどう持ってまちづくり協議会にこの話をどう持って
いくかで、いくかで、桜森自治会、桜森自治会、相鉄、相鉄、大和市がある程度話し合いができて協働していこうという土壌がで大和市がある程度話し合いができて協働していこうという土壌がで
きてくれば協働事業としてもできてくるのではなかと思っています。きてくれば協働事業としてもできてくるのではなかと思っています。という事でもう少し熟度を高という事でもう少し熟度を高
めて行くべきだと思います。めて行くべきだと思います。これはむしろ政策としてやるよりも、これはむしろ政策としてやるよりも、協働事業としてやった方が良い協働事業としてやった方が良い
のではないかと思っています。のではないかと思っています。
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●推進委員●推進委員：：
たぶん市の方がまちづくり協議会をつくった背景があると思います。たぶん市の方がまちづくり協議会をつくった背景があると思います。その中でみんな一緒にやっその中でみんな一緒にやっ
て下さいという気持ちが、て下さいという気持ちが、都市整備課にもあると思います。都市整備課にもあると思います。自治会としては、自治会としては、それはそれとして、それはそれとして、
待っている間にも空いている土地があれば、待っている間にも空いている土地があれば、有効に使えるようにした方が良いのではないかと思有効に使えるようにした方が良いのではないかと思
います。います。そこの緩やかな関係づくりが成功すると両立ができていくと思います。そこの緩やかな関係づくりが成功すると両立ができていくと思います。
●提案者●提案者：：
先程の相鉄さんの話でも色々な形で話をしました。先程の相鉄さんの話でも色々な形で話をしました。相鉄がやる気になれば直ぐに着工してくれる。相鉄がやる気になれば直ぐに着工してくれる。
相鉄さんの方は、相鉄さんの方は、大和市がどの様に関わってくるのか興味深く見ている。大和市がどの様に関わってくるのか興味深く見ている。開発をどの様に市と住開発をどの様に市と住
民がやるか、民がやるか、黙って見ているようです。黙って見ているようです。行列ができる店というのはインパクトがあり、行列ができる店というのはインパクトがあり、私は絶対私は絶対
にできると思っています。にできると思っています。
●推進委員●推進委員：：
良いまちをつくっていくというときは、良いまちをつくっていくというときは、子供に対してどの様なまちをつくるかというのが１つの子供に対してどの様なまちをつくるかというのが１つの
基準になるのではないかと思っています。基準になるのではないかと思っています。
●提案者●提案者：：
今、今、鶴見の駅前でオープンカフェをやっているそうです。鶴見の駅前でオープンカフェをやっているそうです。そういうところを参考にしながらミニそういうところを参考にしながらミニ
オープンカフェでも良いかなと。オープンカフェでも良いかなと。そういったソフトをこれから考えて実現性のある方向に進めてそういったソフトをこれから考えて実現性のある方向に進めて
いきたいと思っています。いきたいと思っています。
●推進委員●推進委員：：
恐ろしいのは事業というのは委託事業となりやすいので、恐ろしいのは事業というのは委託事業となりやすいので、相鉄は株式会社です。相鉄は株式会社です。相鉄が土地を供相鉄が土地を供
給してくれるとなると、給してくれるとなると、お金がかかります。お金がかかります。一番最後にお金の問題が絡んでくると思います。一番最後にお金の問題が絡んでくると思います。たた
だ、だ、相鉄の方としては、相鉄の方としては、空いた土地をどの様に使ったらいいかと考えたときに、空いた土地をどの様に使ったらいいかと考えたときに、行政と仲良くす行政と仲良くす
ればより有利に販売できるか、ればより有利に販売できるか、利用できるかという事も頭の片隅に思っていると思います。利用できるかという事も頭の片隅に思っていると思います。
●推進委員●推進委員：：
まちづくり条例というのは、まちづくり条例というのは、法令に展開できないものを具体的に地域としてまちづくりを行って法令に展開できないものを具体的に地域としてまちづくりを行って
いこうというスタンスで位置付けたもので、いこうというスタンスで位置付けたもので、分野にこだわらないで様々な地域の問題をソフトも分野にこだわらないで様々な地域の問題をソフトも
含めて展開していくという方向性は持っていると思います。含めて展開していくという方向性は持っていると思います。
●推進委員●推進委員：：
もう熟度も高まってきていると思います。もう熟度も高まってきていると思います。何度か会合を繰り返している内に、何度か会合を繰り返している内に、コミュニティカフェコミュニティカフェ
にしようとか、にしようとか、市の施設を置こうなど深まってきて入ると思います。市の施設を置こうなど深まってきて入ると思います。こういうのは凄く大事だとこういうのは凄く大事だと
思っています。思っています。市の方も是非、市の方も是非、まちづくり協議会があるから良いと思わないで、まちづくり協議会があるから良いと思わないで、まちづくり協議まちづくり協議
会もあるかも知れないけどこれも考えましょうと、会もあるかも知れないけどこれも考えましょうと、幅広いところで煮つまっていないからこそ可幅広いところで煮つまっていないからこそ可
能性があるので継続的に取り組んでいったらと思っています。能性があるので継続的に取り組んでいったらと思っています。
２．２．コミュニケーション支援事業コミュニケーション支援事業
●提案者●提案者：：
この間の調整の時には幅が少し広すぎるという事で、この間の調整の時には幅が少し広すぎるという事で、「子育て心育て」「子育て心育て」という事でやっていきたいという事でやっていきたい
と提案しました。と提案しました。その中でも特に、その中でも特に、反響があるのは読み聞かせなどです。反響があるのは読み聞かせなどです。読み聞かせをやってい読み聞かせをやってい
るお母さん達のサークルはたくさんあるんですが、るお母さん達のサークルはたくさんあるんですが、聞いてみると、聞いてみると、ほとんど自分達で煮つまってほとんど自分達で煮つまって
しまって、しまって、長続きしなく途中で消えてしまったり、長続きしなく途中で消えてしまったり、またどうやって進めていけば良いか分からなまたどうやって進めていけば良いか分からな
かったので困っているといった話が受講者の中からあったので、かったので困っているといった話が受講者の中からあったので、そういったネットワークづくりそういったネットワークづくり
や小学校を対象にしたイベントなど、や小学校を対象にしたイベントなど、今年度は提案できなくても、今年度は提案できなくても、長く続けていきたいなと思っ長く続けていきたいなと思っ
ています。ています。
３．３．子供たちの暮らしやすい地域創り子供たちの暮らしやすい地域創り
●提案者●提案者：：
何か思いを形にするのがとても難しくて、何か思いを形にするのがとても難しくて、今回も市民活動課の方に何かサポートしてくれる所は今回も市民活動課の方に何かサポートしてくれる所は
ありませんか？と尋ねたら、ありませんか？と尋ねたら、そういう事はサポートしていないんですよ。そういう事はサポートしていないんですよ。と言われてしまいましと言われてしまいまし
た。た。　　　　　　　　　　
元々の思いは、元々の思いは、自然をベースとした所で、自然をベースとした所で、子どもたちと生活したいという思いがあるので、子どもたちと生活したいという思いがあるので、まだまだ
模索しています。模索しています。逆に、逆に、カウンセリングサポートセンターの方で読み聞かせという話もでたんでカウンセリングサポートセンターの方で読み聞かせという話もでたんで
すが、すが、色々な思いを巡らせているところなので、色々な思いを巡らせているところなので、考えを固定化する事はできません。考えを固定化する事はできません。
●推進委員●推進委員：：
子供たちの暮らしやすい地域づくりについてですが、子供たちの暮らしやすい地域づくりについてですが、今言われたように本当の願いはどこかとい今言われたように本当の願いはどこかとい
う事で、う事で、自然環境の中で子供たちが育つようにしたいという事であれば、自然環境の中で子供たちが育つようにしたいという事であれば、今の提案の熟度を高め今の提案の熟度を高め
るというよりも、るというよりも、協働する担当の目の向け方を少し変えて、協働する担当の目の向け方を少し変えて、子供の事だから児童育成課だろうで子供の事だから児童育成課だろうで
はなく、はなく、自然をどの様に活用していくか等と考えると、自然をどの様に活用していくか等と考えると、水と緑課と協働したらもっと面白い事が水と緑課と協働したらもっと面白い事が
できるのではないかと考えます。できるのではないかと考えます。熟度を高めるという意味合いをそんな風にとらえ、熟度を高めるという意味合いをそんな風にとらえ、もう一度計もう一度計
画を作ったらどうかなと思います。画を作ったらどうかなと思います。個人的にはお手伝いしたいと思っています。個人的にはお手伝いしたいと思っています。
●推進委員●推進委員：：
今回はそれぞれの思いがあって、今回はそれぞれの思いがあって、生活の目の前にある色々な問題から出ているので、生活の目の前にある色々な問題から出ているので、縦割りの行縦割りの行
政では１つ１つは対応できない問題です。政では１つ１つは対応できない問題です。それに対して縦割りの組織がどういうふうな形で横結それに対して縦割りの組織がどういうふうな形で横結
びができるか。びができるか。どう横結びのできる仕組みを考えていったらよいかということ自体が問われていどう横結びのできる仕組みを考えていったらよいかということ自体が問われてい
ると思います。ると思います。そういう意味では、そういう意味では、協働事業の中でもう少し熟度を高める提案というのは、協働事業の中でもう少し熟度を高める提案というのは、なかなか
なか味わいがあると思います。なか味わいがあると思います。そこで、そこで、行政の１つの場ではなく、行政の１つの場ではなく、担当の方にも思いがあると思担当の方にも思いがあると思
います。います。実はそういう事を検討するなら個人として俺も入りたいという事も許されれば直、実はそういう事を検討するなら個人として俺も入りたいという事も許されれば直、良い良い
と思います。と思います。そういう形で、そういう形で、この問題に市民の力と行政の力を一緒に合わせて良い結果を生み出この問題に市民の力と行政の力を一緒に合わせて良い結果を生み出
せるか。せるか。そういう事を考える場を作る事自体が、そういう事を考える場を作る事自体が、協働事業の１つの方式として成り立つ様になら協働事業の１つの方式として成り立つ様になら
ないか、ないか、と僕は今ここで言いたい。と僕は今ここで言いたい。全体としてはみんなで考える事ができるという事を役所の側全体としてはみんなで考える事ができるという事を役所の側
でも考える仕組みを協働の中に入れられないかと思いました。でも考える仕組みを協働の中に入れられないかと思いました。
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４．４．高齢者、高齢者、障害者、障害者、病弱者などの住宅生活を支援する事業病弱者などの住宅生活を支援する事業
・・提案者提案者：：
これまでの１６年は、これまでの１６年は、色々な意味で市の方に協力を頂いたり教えて頂きながらやってきまし色々な意味で市の方に協力を頂いたり教えて頂きながらやってきまし
た。た。より自分達が培ってきた能力をもって協働する事業をこれから考えながら提案していこより自分達が培ってきた能力をもって協働する事業をこれから考えながら提案していこ
うと思っているのでよろしくお願いします。うと思っているのでよろしくお願いします。
５．５．市民による市民の為の市民が作るウェブサイト市民による市民の為の市民が作るウェブサイト
●提案者●提案者：：
私は市民の立場で、私は市民の立場で、ホームページを作りたいという考え方で、ホームページを作りたいという考え方で、市の公式サイトがあるから良市の公式サイトがあるから良
いという立場と違います。いという立場と違います。今日の話を聞きまして、今日の話を聞きまして、協働というものについて非常に曖昧だと協働というものについて非常に曖昧だと
感じました。感じました。市民活動という話しもあるし、市民活動という話しもあるし、協働という話しもありますし、協働という話しもありますし、協働事業という協働事業という
話しもあります。話しもあります。この辺の区別が私もつかないです。この辺の区別が私もつかないです。そういった意味で事業内容についてもそういった意味で事業内容についても
う少し考えさせて頂き、う少し考えさせて頂き、再提案させて頂きたいと思っています。再提案させて頂きたいと思っています。
●推進委員●推進委員：：
話しても平行線のままですが、話しても平行線のままですが、私は協働事業提案として成り立たせるのであれば、私は協働事業提案として成り立たせるのであれば、今あるシ今あるシ
ステムを改善するなど、ステムを改善するなど、もっと見やすいホームページにするニーズ調査をしてみるなど、もっと見やすいホームページにするニーズ調査をしてみるなど、そそ
ういった形で協働事業をしてはどうかと思っています。ういった形で協働事業をしてはどうかと思っています。それが受け入れられないのであれば、それが受け入れられないのであれば、
難しいかと思う。難しいかと思う。　　
むしろ思いを活かすのであれば市の計画の情報化プランの中で色々な事をしていかなければむしろ思いを活かすのであれば市の計画の情報化プランの中で色々な事をしていかなければ
ならないし、ならないし、色々な選択肢を用意していかなければいけない中の１つとして、色々な選択肢を用意していかなければいけない中の１つとして、例えば市民活例えば市民活
動センターで小さく生んで大きく育てるという事も大事かと思いました。動センターで小さく生んで大きく育てるという事も大事かと思いました。
１２．１２．ホームファーマー制度を支援し、ホームファーマー制度を支援し、「地産地消」「地産地消」「有機農業」「有機農業」を推進するたを推進するた
めの基盤整備めの基盤整備
●推進委員●推進委員：：
この事業は、この事業は、法律の壁が非常にあります。法律の壁が非常にあります。一番は、一番は、農作物の販売を目的とするという事です。農作物の販売を目的とするという事です。
プレゼンテーションの時も話しましたが、プレゼンテーションの時も話しましたが、法律に引っかかります。法律に引っかかります。農業従事者は県知事の認農業従事者は県知事の認
可を受けなければいけないし、可を受けなければいけないし、認可を受けるためには、認可を受けるためには、農業実習を受けなければいけません。農業実習を受けなければいけません。
勝手に作って勝手に売ってはいけないという事です。勝手に作って勝手に売ってはいけないという事です。どうしたら良いか考えました。どうしたら良いか考えました。公開調公開調
整の時などに、整の時などに、提案者から農業とか農業者を育てるとか、提案者から農業とか農業者を育てるとか、農地の大切さなどの言葉が出てき農地の大切さなどの言葉が出てき
ます。ます。今回の主目的から考え、今回の主目的から考え、農業体験や農業実習など、農業体験や農業実習など、農業に触れる農業に触れる・・触れ合う場を作っ触れ合う場を作っ
ていく。ていく。農作物を流通させるのではなく、農作物を流通させるのではなく、農業そのものを訴えかけていく事業であれば、農業そのものを訴えかけていく事業であれば、実実
現できるかと思いここに提案をしました。現できるかと思いここに提案をしました。
●推進委員●推進委員：：
販売が法的に引っかかるという点で、販売が法的に引っかかるという点で、地域通貨を利用できないのか。地域通貨を利用できないのか。有機の物がどれだけ美有機の物がどれだけ美
味しいものかを啓蒙的にも市民の方が食べて頂くシステムを考えられないかと思いましたが味しいものかを啓蒙的にも市民の方が食べて頂くシステムを考えられないかと思いましたが
難しいんでしょうか。難しいんでしょうか。
●推進委員●推進委員：：
ホームファーマー制度というのを掲げていますが、ホームファーマー制度というのを掲げていますが、農地や農業に関わる問題は、農地や農業に関わる問題は、前回も同じ前回も同じ
様な提案がありましたが、様な提案がありましたが、結果的にこういう結果になっています。結果的にこういう結果になっています。一番大きな弊害というの一番大きな弊害というの
は法律です。は法律です。法律をどう解釈するか行政側の柔軟な考え方によりますが、法律をどう解釈するか行政側の柔軟な考え方によりますが、色々な方法があり色々な方法があり
ますので、ますので、身近なところから始めるような方向性を持って頂きたいと思います。身近なところから始めるような方向性を持って頂きたいと思います。

今まで１つずつ確認されてきた事でお分かりいただけると思いますが、今まで１つずつ確認されてきた事でお分かりいただけると思いますが、明らかにこれは協働事明らかにこれは協働事

業でいけるだろうというものについて、業でいけるだろうというものについて、グループＡのグループＡの「悪い大人に負けない」「悪い大人に負けない」というところ。というところ。

グループＢは、グループＢは、もう少し幅広く色々な形で検討する仕組みを作らなければいけない。もう少し幅広く色々な形で検討する仕組みを作らなければいけない。清水さん清水さん

がおっしゃった事でいうと、がおっしゃった事でいうと、協働の拠点で色々と議論ができるような仕掛けも必要だと思いま協働の拠点で色々と議論ができるような仕掛けも必要だと思いま

す。す。グループＣで出てきた２つの提案は、グループＣで出てきた２つの提案は、いずれも出直しと考えているものだと思います。いずれも出直しと考えているものだと思います。ググ

ループＤは、ループＤは、まだまだ出直さなければいけないというものもあれば、まだまだ出直さなければいけないというものもあれば、もう一歩で協働に行けるもう一歩で協働に行ける

というものもありそうだという意見です。というものもありそうだという意見です。「いざという時の隣近所」「いざという時の隣近所」というのは、というのは、もののとらもののとら

え方によっては可能ではないかという面の話があったと思います。え方によっては可能ではないかという面の話があったと思います。そういった話は、そういった話は、今後の時今後の時

間の中で調整可能なものか発展可能なものかを考えて頂きます。間の中で調整可能なものか発展可能なものかを考えて頂きます。相模大塚も、相模大塚も、熟度を緩やかに熟度を緩やかに

高めていくやり方についてお互いにどういう風な了解で進めたらいいかという事も、高めていくやり方についてお互いにどういう風な了解で進めたらいいかという事も、もう少しもう少し

つっこめると思います。つっこめると思います。最後に、最後に、行政提案をどのようにしていけばいいかという事は、行政提案をどのようにしていけばいいかという事は、まだままだま

だ今年は実験なので市民としてももっとどういう風な形でやるか考えていかなければならないだ今年は実験なので市民としてももっとどういう風な形でやるか考えていかなければならない

と思いますので、と思いますので、また宿題として皆さんとご検討いただく機会を設けたりする事もあるかも知また宿題として皆さんとご検討いただく機会を設けたりする事もあるかも知

れません。れません。いずれにしても、いずれにしても、市民市民・・行政のあり方を協働の場を通じて見直し、行政のあり方を協働の場を通じて見直し、発展させていく発展させていく

機会になっていくと思いますので、機会になっていくと思いますので、大変長い時間になってしまい申し訳ありませんでしたが、大変長い時間になってしまい申し訳ありませんでしたが、

今後とも一緒に頑張れると良いかという意味で、今後とも一緒に頑張れると良いかという意味で、よろしくお願いしたいと思います。よろしくお願いしたいと思います。

【林代表からのあいさつ】【林代表からのあいさつ】

■まとめ■まとめ
最後にこの日のまとめとして林推進会議代表からあいさつがあり、最後にこの日のまとめとして林推進会議代表からあいさつがあり、公開検討会を通しての意見、公開検討会を通しての意見、感想感想
をを「アドバイスカード」「アドバイスカード」やや「ポストイット」「ポストイット」に書いて頂きました。に書いて頂きました。
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【公開検討会に寄せられた意見】【公開検討会に寄せられた意見】

20042004年年 77月月 1818日日  公開検討会公開検討会

・・ポストイットよりポストイットより

 

☆☆・・協働事業提案をより具体的かつ協働事業提案をより具体的かつ

実現できるよう我々推進委員会が実現できるよう我々推進委員会が

バックアップできる場をつくりたい。バックアップできる場をつくりたい。

・・セシリアの欠席はしっかりと受セシリアの欠席はしっかりと受

け止めたいけ止めたい ((協働の意思はないもの協働の意思はないもの ))

・・アドバイスカードよりアドバイスカードより

☆日曜日に市民、☆日曜日に市民、行政行政((その立場のその立場の

職員職員 ))が一同に長時間顔を合わせ、が一同に長時間顔を合わせ、

議論する。議論する。あるようでないと思いあるようでないと思い

ます。ます。その価値の大きさを大和市その価値の大きさを大和市

民として共有したい。民として共有したい。ともあれともあれ｢｢新新

しい公共しい公共｣｣のフィロソフィが肉体化のフィロソフィが肉体化

していくのを感じます。していくのを感じます。

☆市民の熱を感じて大変感動致しました。☆市民の熱を感じて大変感動致しました。ただそこからどうするただそこからどうする

のかが見えてこないものが多くそれは残念でした。のかが見えてこないものが多くそれは残念でした。五分五分の立五分五分の立

場で話し合いができればよいのですが…。場で話し合いができればよいのですが…。いろんな思いや考えをいろんな思いや考えを

聴くことが出来て意義のあるものになりました。聴くことが出来て意義のあるものになりました。どこかとどこかどこかとどこか

の事業内容が一緒にできないものかと思うものもありました。の事業内容が一緒にできないものかと思うものもありました。一一

歩進んだ話しのできる時間がほしいですね。歩進んだ話しのできる時間がほしいですね。お互い違うことばかお互い違うことばか

り主張するのではなく。り主張するのではなく。どこが一緒にできる部分なのかを認めどこが一緒にできる部分なのかを認め

合って前へ進めないものなのでしょうか。合って前へ進めないものなのでしょうか。心の通ったものに…。心の通ったものに…。

☆大学で市町村と☆大学で市町村とNPONPOの行政について学んでいるの行政について学んでいる

中で、中で、大和市が全国でも進んだ自治体であることを大和市が全国でも進んだ自治体であることを

知り、知り、今日の公開検討会に参加しました。今日の公開検討会に参加しました。市民が提市民が提

案し、案し、行政が一緒に事業化していくか詰めていく経行政が一緒に事業化していくか詰めていく経

過を知ることができました。過を知ることができました。協働を形にしていくこ協働を形にしていくこ

とは、とは、難しいことだけれど、難しいことだけれど、とても大切なことだととても大切なことだと

思います。思います。

☆それぞれの熟度を高めるためにも拠☆それぞれの熟度を高めるためにも拠

点の役割は大変重要であると思う。点の役割は大変重要であると思う。まま

すますスタッフの人材が集まるかが拠すますスタッフの人材が集まるかが拠

点の運営がうまくいくかどうかの分か点の運営がうまくいくかどうかの分か

れ目になると感じた。れ目になると感じた。

【Ｅグループ】【Ｅグループ】

⑬⑬大和市男女共同参画に関する市民意識調査大和市男女共同参画に関する市民意識調査

⑭⑭市民主体の市民主体の（仮称）（仮称）市民活動センター運営事業市民活動センター運営事業

市の提案が他の協働事業を食っていないか？政策と市の提案が他の協働事業を食っていないか？政策と

してすすめるべきものは市で。してすすめるべきものは市で。

⑭⑭市民主体の市民主体の（仮称）（仮称）市民活動センター運営事業市民活動センター運営事業

今回の協働事業提案の関連あるグループの交流→そ今回の協働事業提案の関連あるグループの交流→そ

して、して、ネットワークづくりへつなげる活動も組み入ネットワークづくりへつなげる活動も組み入

れたらどうか？れたらどうか？

【Ａグループ】【Ａグループ】

⑧⑧悪い大人に負けないための法律講座悪い大人に負けないための法律講座

⑪⑪ CAPCAPプログラムプログラム（子どもへの暴力防止プログラム）（子どもへの暴力防止プログラム）提供事業提供事業

すばらしい提案だと思います。すばらしい提案だと思います。学校長の判断しやすい環境づく学校長の判断しやすい環境づく

りが必要になると思います。りが必要になると思います。活動経費について⑧はあまりかか活動経費について⑧はあまりかか

らないようですが、らないようですが、⑪は事業費がかかります。⑪は事業費がかかります。「参加者負担」「参加者負担」とと

いう考えは？いう考えは？

⑪⑪ CAPCAPプログラムプログラム（子どもへの暴力防止プログラム）（子どもへの暴力防止プログラム）提供事業提供事業

プログラムとして完成されているので、プログラムとして完成されているので、協働というより委託事協働というより委託事

業の方がふさわしいのではないか？業の方がふさわしいのではないか？

【Ｄグループ】【Ｄグループ】

①①いざという時のお隣近所いざという時のお隣近所

各自治会でも、各自治会でも、消防署の協力を得て、消防署の協力を得て、実施している所もある。実施している所もある。

自分達の町は自分たちで守るという意識を高めることが大切。自分達の町は自分たちで守るという意識を高めることが大切。

⑥⑥生ゴミ分別回収事業生ゴミ分別回収事業

とりあえず小さなパイロットプラント的なものを考えて実施とりあえず小さなパイロットプラント的なものを考えて実施

し、し、そのデータを参考にして規模を拡大する方がわかりやすそのデータを参考にして規模を拡大する方がわかりやす

いのではないか。いのではないか。

⑥⑥生ゴミ分別回収事業生ゴミ分別回収事業

生ゴミ処理について提案。生ゴミ処理について提案。各家庭での各家庭での「電動生ゴミ処理機」「電動生ゴミ処理機」使使

用のための補助金を高額にしてほしい。用のための補助金を高額にしてほしい。→そこでできた→そこでできた「た「た

いひ」いひ」の処理のコーディネーターを協働することは？の処理のコーディネーターを協働することは？

⑦⑦相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業

協働提案するからには自分たちでアイディアも労力を出さな協働提案するからには自分たちでアイディアも労力を出さな

ければならないと考える。ければならないと考える。その部分が説明では見えていないその部分が説明では見えていない

し、し、認識されていないと思う。認識されていないと思う。

⑦⑦相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業

相模鉄道との関係は？相模鉄道との関係は？

⑦⑦相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業相模大塚駅に行列のできる店をオープンさせる事業

企業企業（相鉄）（相鉄）に対し行政のおすみつきを頂き、に対し行政のおすみつきを頂き、自治会として自治会として

はソフト面に貢献したいとの思い。はソフト面に貢献したいとの思い。
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 ☆今回協働事業に提案する機会をいただき、☆今回協働事業に提案する機会をいただき、多くの示唆をうけることができました。多くの示唆をうけることができました。

ありがとうございました。ありがとうございました。その中で感じた点について、その中で感じた点について、述べさせていただきます。述べさせていただきます。

１、１、調整会議に参加しての感想調整会議に参加しての感想

協働の提案は市民の側にありますが市民には法律的なこと財政的なこと社会資源に協働の提案は市民の側にありますが市民には法律的なこと財政的なこと社会資源に

ついてもほとんど知識がなく、ついてもほとんど知識がなく、その中で事業案をつくるにはあまりにも素人には無その中で事業案をつくるにはあまりにも素人には無

理だということです。理だということです。やはり、やはり、何を目指しているのかという意義や思いを汲み取っ何を目指しているのかという意義や思いを汲み取っ

ていただき、ていただき、話し合うというベースが大切だと思いました。話し合うというベースが大切だと思いました。まるでこちらがもみ手まるでこちらがもみ手

をして、をして、協働していただくというような雰囲気では市民活動は育っていかないだろ協働していただくというような雰囲気では市民活動は育っていかないだろ

うと思いました。うと思いました。また、また、調整会議に出席する行政の方はもう少し判断の権限をもっ調整会議に出席する行政の方はもう少し判断の権限をもっ

た責任者た責任者 ((課長クラス課長クラス ))が望ましいと思います。が望ましいと思います。

２、２、協働事業の流れについて協働事業の流れについて

時期については次年度の予算の前で、時期については次年度の予算の前で、次年度の計画について行うのがいいと思う。次年度の計画について行うのがいいと思う。

（申請→アドバイザーサポーターの選定→協働事業案づくり→プレゼンテーション）（申請→アドバイザーサポーターの選定→協働事業案づくり→プレゼンテーション）

事業案づくりから、事業案づくりから、行政の方にサポーターについていただきたい。行政の方にサポーターについていただきたい。

３、３、協働事業に関しても最もプラスなのは同じような大変な思いをしてボランティ協働事業に関しても最もプラスなのは同じような大変な思いをしてボランティ

ア活動をしている方が多くいるということの出会いにあると思いました。ア活動をしている方が多くいるということの出会いにあると思いました。そういうそういう

意味で市民活動課の役割は大きく、意味で市民活動課の役割は大きく、ネットワークが広がっていけば行政との協働とネットワークが広がっていけば行政との協働と

は違った形での協働事業が生まれていくと思います。は違った形での協働事業が生まれていくと思います。

今日の結果に対して実現性の高い企画として４つあげられたが、今日の結果に対して実現性の高い企画として４つあげられたが、その内２つは行政その内２つは行政

が提案したものであり、が提案したものであり、残りの２つは行政も実現に向けて消極的姿勢が見られまし残りの２つは行政も実現に向けて消極的姿勢が見られまし

た。た。これが現実だと思います。これが現実だと思います。今日意見が出ていたように行政が提案したものを協今日意見が出ていたように行政が提案したものを協

働と果たして言えるのかどうか疑問です。働と果たして言えるのかどうか疑問です。今回参加してみて協働事業の進め方につ今回参加してみて協働事業の進め方につ

いて今年のような進め方でいいのかどうか疑問を感じました。いて今年のような進め方でいいのかどうか疑問を感じました。もっとプランニングもっとプランニング

の段階から協働していかなければ意味のある協働事業を実現するのは難しいと思う。の段階から協働していかなければ意味のある協働事業を実現するのは難しいと思う。

公開討論会のもち方も、公開討論会のもち方も、もう少し合理的な時間の使い方をした方がいいと思います。もう少し合理的な時間の使い方をした方がいいと思います。

これだけの時間をかけるなら、これだけの時間をかけるなら、もっと少人数で話し合ったりすれば１つ１つの提案もっと少人数で話し合ったりすれば１つ１つの提案

について、について、もっと深められると思う。もっと深められると思う。聞いている時間が長すぎて、聞いている時間が長すぎて、一部の決まった一部の決まった

人たちの発言に集中していて、人たちの発言に集中していて、提案者が協働にならなくても提案してよかったと思提案者が協働にならなくても提案してよかったと思

えたのではないか。えたのではないか。推進委員のための討論会のようでした。推進委員のための討論会のようでした。

 ☆協働事業として市が提案するのは筋☆協働事業として市が提案するのは筋

違いではないかとのご意見もあったが違いではないかとのご意見もあったが

日々の業務を担当し、日々の業務を担当し、専門の知識もあ専門の知識もあ

り、り、業務全般を把握している行政側が業務全般を把握している行政側が

この事業は市民と協働して進めた方がこの事業は市民と協働して進めた方が

有効かつ効率的であると気づくことも有効かつ効率的であると気づくことも

多いと思うので、多いと思うので、市から提案する協働市から提案する協働

事業というのは、事業というのは、あってしかるべきもあってしかるべきも

のだと思いました。のだと思いました。

 
☆２回目のプレゼンでは市側、☆２回目のプレゼンでは市側、提案者提案者

の今協働できるの今協働できる（可能性）（可能性）ことが少しことが少し

見えたことは、見えたことは、「協働」「協働」を考える大きなを考える大きな

意義があると思いました。意義があると思いました。今回の考え今回の考え

をより現実化できる様、をより現実化できる様、これからの活これからの活

動もそれぞれの立場で考えていけたら動もそれぞれの立場で考えていけたら

と切に思いました。と切に思いました。

 

 

☆市民参加は行政にとっても大変な部分☆市民参加は行政にとっても大変な部分

が確かにある。が確かにある。しかしこれからの地域社しかしこれからの地域社

会には絶対必要である。会には絶対必要である。従来の従来の｢｢わくわく｣｣にに

とらわれない発想がもっともっと必要だとらわれない発想がもっともっと必要だ

と思います。と思います。

☆学校に限らずさまざまな機会を活用して事業を進める可能性が☆学校に限らずさまざまな機会を活用して事業を進める可能性が

でたことに感謝しています。でたことに感謝しています。今後、今後、事業内容を充分検討し、事業内容を充分検討し、担当担当

課と調整してゆきたいと考えています。課と調整してゆきたいと考えています。

 

☆行政からの協働提案がでたことに拍手を送りま☆行政からの協働提案がでたことに拍手を送りま

す。す。行政が市民の提案を受け止めるだけでなく市行政が市民の提案を受け止めるだけでなく市

民がともに事業を進めることが望まれると思うか民がともに事業を進めることが望まれると思うか

らです。らです。

 

☆こんな素晴らしい活動を市と市民が☆こんな素晴らしい活動を市と市民が

関っていることを２５万市民がもっと理関っていることを２５万市民がもっと理

解して協働して参加するとよい町づくり解して協働して参加するとよい町づくり

ができると思います。ができると思います。微力ながら共に協微力ながら共に協

働させて頂きます。働させて頂きます。

 
☆今まで行政との協働をめざして行政に対して、☆今まで行政との協働をめざして行政に対して、いろいろな働いろいろな働

きかけをしてきたつもりですか、きかけをしてきたつもりですか、どこへ話をもっていけば具体どこへ話をもっていけば具体

的に話が進むのかを模索していました。的に話が進むのかを模索していました。それで今回はこちらにそれで今回はこちらに

提案させて頂きました。提案させて頂きました。結果としては他の市民活動をしている結果としては他の市民活動をしている

方々を広く知ることができたことが大きな収穫でした。方々を広く知ることができたことが大きな収穫でした。このよこのよ

うに公開で検討して頂ける。うに公開で検討して頂ける。市民が参加できる。市民が参加できる。場があるとい場があるとい

うことはとても有益だと思います。うことはとても有益だと思います。
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☆協定を結ばなくても協働となりうる活動をフォロー☆協定を結ばなくても協働となりうる活動をフォロー

していく場づくり、していく場づくり、相談機能、相談機能、人づくりを今後の重要人づくりを今後の重要

課題としていくべき。課題としていくべき。提案が先細りしていくのではと提案が先細りしていくのではと

いう危惧があるので、いう危惧があるので、早急に議論してもらいたい。早急に議論してもらいたい。いい

ろいろな人の声が聞けて提案者、ろいろな人の声が聞けて提案者、行政、行政、委員、委員、市民そ市民そ

れぞれが非常に参考になったと思う。れぞれが非常に参考になったと思う。こういう場は大こういう場は大

切だと感じました。切だと感じました。


